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図面名称　DRAWINNG NAME

計画工事名称　PROJECT NAME

縮尺　SCALE

計画段階　PHASE of PROJECT計画番号　PROJECT NO.

作成年月日　DATE

番号　NO.　 年月日　DATE 　　　　記事　REMARK

TAKASHI HAYASHI ARCHITECT & ASSOCIATES INC.

一級建築士事務所（長野)Ｅ第0Y152号・一級建築士登録第100834号　赤羽　吉人長野県教育委員会
実施設計 下高井農林高等学校　空調設備工事

注 )完 成 図 面 の 種 類 は 、 設 計 図 面 に 準 じ て 作 成 す る こ と 。　 　 は 、 シ ス テ ム の 構 築 能 力 が あ り 、 現 場 で の 施 工 体 制 が 整 え ら れ て い る こ と 。 給 水 管 、 消 火 管 の 埋 設 深 さ は 　 　 　 　 　 mmと す る 。 又 、 ガ ス 管 の 埋 設 深 さ は 　 　 　 　 　 mmと す る 。- -

工 　 　 　 　 　 　 事 　 　 　 　 　 　 内 　 　 　 　 　 　 　 容

屋 　 　 外

１ 　 提 出 書 類 等 目 録 ７ 　 官 公 署 届 出 書 類 等

８ 　 工 具 ・ 予 備 品 等

10　 試 運 転 用 油 等 （ 　 　 　 　 ） の 納 品 書 写

項

共

一

般

通

事

４ 　 工 事 施 工 関 係 書 類

５ 　 工 事 完 成 資 料

６ 　 保 守 管 理 資 料

９ 　 引 渡 書

●

Ⅰ．工　事　概　要

２ ． 建 　 物 　 概 　 要

建 　 物 　 名 　 称 　 構 　 造 　 階 　 　 数 延 床 面 積 (㎡ ) 消 防 法 施 行 令
別 表 第 一

耐 震 分 類 備 　 　 　 考

○

○

消設

火備

給設

湯備

○
　

　

　

　
器

設

備

Ｊ Ｉ Ｓ 又 は Ｊ Ｖ （ ・ ５ Ｋ 　 　 ・ １ ０ Ｋ 　 （ 図 示 部 分 ） ）

・ Ｈ Ｂ － １ Ａ 　 　 ・ Ｈ Ｂ － １ Ｂ 　 　 ・ 　

・ 標 準 図 　 施 工 ４ 、 ５ （ ・ (a)　 ・ (b)　 ・ (c )） に よ る 。

１ 屋 内 消 火 栓 箱

２ 建 物 導 入 部 配 管

１ 充 て ん 容 器

２ 集 　 合 　 装 　 置

３ 転 倒 防 止 等

４ メ 　 ー 　 タ 　 ー

５ ガ ス 漏 れ 警 報 器

６ 引 込 負 担 金

７ 電 　 気 　 防 　 食

・ 別 途 （ ・ 50 k g　 ・ 　 　 　 　 ）

・ 親 メ ー タ ー （ ・ 貸 与 品 　 ・ 　 　 　 　 ） 　 ・ 子 メ ー タ ー （ ・ 買 取 り 　 ・ 　 　 　 　 ） 　

・ 要 （ ・ 別 途 工 事 　 ・ 本 工 事 ） 　 ・ 不 要

・ 要 　 ・ 不 要

・ 本 工 事 （ 図 示 に よ る ） 　 ・ 別 途 工 事

８ 建 物 導 入 部 配 管 ・ 標 準 図 　 施 工 ４ 、 ５ （ ・ (a)　 ・ (b)　 ・ (c )） に よ る 。

　
厨

房

機

10 ピ ス ト ン ダ ン パ ー

11 弁 　 　 　 　 　 　 類

12 温 　 　 度 　 　 計

13 圧 　 　 力 　 　 計

復 帰 方 式 （ ・ 遠 隔 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

Ｊ Ｉ Ｓ 又 は Ｊ Ｖ （ ・ ５ Ｋ 　 　 ・ １ ０ Ｋ （ 図 示 部 分 ） ）

取 付 部 は 図 示 に よ る 。

取 付 部 は 図 示 に よ る 。

14 瞬 　 間 　 流 　 量 　 計 コ ッ ク 付 と し 、 形 式 及 び 取 付 部 は 図 示 に よ る 。

15 油 面 制 御 装 置 制 御 盤 に は （ ・ 給 油 ポ ン プ 制 御 　 ・ 満 油 警 報 　 ・ 遠 隔 警 報 　 ・ 電 磁 弁 制 御 　 ・ 返 油 ポ ン プ 制 御

・ 減 油 警 報 　 ・ 　 　 　 　 　 ） の 端 子 を 設 け る 。 な お 、 フ ロ ー ト ス イ ッ チ 部 と 制 御 盤 間 の 配 管 配 線

は 製 造 者 の 標 準 仕 様 と す る 。

１ ダ 　 　 ク 　 　 ト ・ 低 圧 ダ ク ト 　 ・ 高 圧 １ ダ ク ト 　 ・ 高 圧 ２ ダ ク ト

・ ア ン グ ル フ ラ ン ジ 工 法 　 　 ・ ス パ イ ラ ル ダ ク ト

・ コ ー ナ ー ボ ル ト 工 法 （ ・ 共 板 フ ラ ン ジ 工 法 　 ・ ス ラ イ ド オ ン フ ラ ン ジ 工 法 ）

・ 厨 房 ・ 浴 室 系 統 の 排 気 用 ダ ク ト の 水 抜 き （ ・ 要 　 　 ・ 不 要 ）

・ 厨 房 系 統 の 長 方 形 排 気 用 ダ ク ト の 板 厚 は 、 標 準 仕 様 書 よ り 1ラ ン ク 厚 い も の を 使 用 す る 。

設

気

換

○

備

取 付 位 置 は 図 示 に よ る 。２ 風 量 測 定 口

・ 浴 室 （ シ ャ ワ ー 室 、 脱 衣 室 を 含 む ） 系 統 　 ・ 　

自 家 発 用 換 気 ダ ク ト が 自 家 発 室 外 を 通 過 す る 場 合 の 耐 火 措 置 は 図 示 に よ る 。

空 気 調 和 設 備 の 該 当 項 目 に よ る 。５ チ ャ ン バ ー

６ 耐 　 火 　 措 　 置

４ 排 気 ダ ク ト の シ ー ル

３ ダ 　 ン 　 パ 　 ー 空 気 調 和 設 備 の 該 当 項 目 に よ る 。

１ ダ 　 　 ク 　 　 ト

２ 排 煙 口 の 形 式

３ 排 煙 口 手 動 開 放 装 置

（ 開 放 及 び 復 帰 方 式 ）

・ 亜 鉛 鉄 板 　 ・ 　

図 示 に よ る

・ ワ イ ヤ ー 式 　 　 ・ 電 気 式 （ 遠 隔 操 作 　 　 ・ 不 要 　 ・ 要 ） 　

４ 排 煙 風 量 測 定

○

排
煙

設

備

○

衛

生

器

具

設

備

・ 有 り 　 　 ・ 無 し

図 示 に よ る

１ 中 央 監 視 制 御 装 置

２ 中 央 監 視 制 御 装 置

３ 電 気 計 装 工 事 の 配 線

　 の 構 成 ・ 機 能

天 井 内 隠 蔽 の 配 線 は 図 面 に 特 記 の な い 限 り ケ ー ブ ル 配 線 と す る 。

屋 外 ・ 屋 内 露 出 の 電 線 は 図 面 に 特 記 の な い 限 り 金 属 管 配 線 と す る 。
制 備

動 設

自 御

○

１ 大 便 器 洗 浄 弁

２ 大 便 器 ロ ー タ ン ク

３ 温 水 洗 浄 式 便 座

・ バ キ ュ ー ム ブ レ ー カ ー 　 ・ 不 凍 結 装 置 付 　 ・ 低 圧 フ ラ ッ シ ュ バ ル ブ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 水 抜 き 装 置 付

・ 不 凍 結 装 置 付 ・ 感 知 小 便 器 一 体 型 フ ラ ッ シ ュ 方 式 ・ 個 別 感 知 フ ラ ッ シ ュ 方 式 （ ・ 埋 込 　 ・ 露 出 ）

○

給

水

設

備

○

排設

水備

１ 量 　 　 水 　 　 器

２ 量 　 水 　 器 　 桝

３ 弁 　 　 　 　 　 　 類

・ 親 メ ー タ ー （ ・ 貸 与 品 　 ・ 　 　 　 　 ） 　 ・ 子 メ ー タ ー （ ・ 買 取 り 　 ・ 　 　 　 　 ）

・ 水 道 事 業 者 指 定 品 （ ・ 貸 与 品 　 ・ 買 取 り ） 　 ・ 標 準 図 Ｍ Ｃ 形

Ｊ Ｉ Ｓ 又 は Ｊ Ｖ 　 ・ 水 道 直 結 部 分 （ ・ １ ０ Ｋ 　 ・ 　 　 　 ） 　 ・ そ の 他 の 部 分 （ ・ ５ Ｋ 　 ・ 　 　 　 ）

洗 面 器 及 び 手 洗 器 に 直 結 す る 排 水 管 は 、 器 具 ト ラ ッ プ よ り １ サ イ ズ ア ッ プ と す る 。

屋 内 　 ・ 65Ａ 以 下 は 1/ 5 0、 7 5Ａ 以 上 は 1/ 10 0以 上 　 　 屋 外 　 ・ 1/1 0 0以 上 　 ・ 　

図 示 の 箇 所 に 取 付 け る 。

桝 の コ ン ク リ ー ト 部 は 工 場 製 品 と し て も よ い 。４ ｲﾝ ﾊﾞ ｰ ﾄ桝 、 た め 桝

３ 満 水 試 験 継 手

２ 排 　 水 　 勾 　 配

１ 洗 面 器 等 の 排 水 管

４ 引 込 納 付 金 等

５ 給 　 水 　 勾 　 配

６ 建 物 導 入 部 配 管

・ 要 （ ・ 本 工 事 　 ・ 別 途 工 事 ） 　 ・ 不 要

・ 不 凍 栓 の 二 次 側 は 水 抜 き が 確 実 に で き る こ と 。

・ 標 準 図 　 施 工 ４ 、 ５ （ ・ (a)　 ・ (b)　 ・ (c )） に よ る 。

（ 管 理 者 か ら の 聞 き 取 り 調 査 を 含 め 、 調 査 に は 必 ず 管 理 者 の 立 会 い を 要 す る 。 ）

１ し ゅ ん 工 時 提 出 物

２ 定 　 期 　 報 　 告

○

ガ

ス

設

備

１ 弁 　 　 　 　 　 　 類

３ 電 　 子 　 納 　 品 別 添 「 建 築 工 事 に お け る 電 子 納 品 特 記 仕 様 書 (試 行 用 )」 に よ る 。

　 （ 長 野 県 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ (電 子 入 札 シ ス テ ム )に 掲 載 さ れ る 、 当 該 入 札 公 告 の 添 付 図 書 ）

「 建 築 設 備 定 期 検 査 業 務 基 準 書 平 成 20年 度 版 」 （ (財 )日 本 建 築 設 備 昇 降 機 セ ン タ ー ） の 排 煙 風 量

の 検 査 方 法 に 準 ず る 。

使 用 す る 電 線 類 は Ｅ Ｍ 電 線 と し 、 規 格 は 標 準 仕 様 書 第 ４ 編 表 １ ． ５ ． １ 　 表 ４ ． １ ． １ １ の 使 用

電 線 類 の 規 格 に よ る 。 （ 機 器 、 盤 類 は 除 く ）

４ 特 別 管 理 産 業 廃 棄 物

　 管 理 責 任 者

特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 処 理 に 当 た っ て は 、 廃 棄 物 処 理 法 に 基 づ き 特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 管 理 責 任 者 を

選 任 す る 。

そ

の

他

○

○

章 項 　 　 　 　 　 目 特 　 　 　 　 　 　 　 　 記 　 　 　 　 　 　 　 　 事 　 　 　 　 　 　 　 　 項

２ ． 特 　 記 　 仕 　 様

　 (1 )章 は ● 印 の 付 い た も の 、 項 目 は 番 号 に ○ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

１ 機 　 　 材 　 　 　 等

　 (2 )特 記 事 項 の う ち 選 択 す る 事 項 は ・ 印 の 付 い た も の を 適 用 し 、 ・ 印 の 付 い た も の は 適 用 し な い 。

督 職 員 の 承 諾 を 受 け る 。

　 る 。 た だ し 、 製 造 業 者 等 が 記 載 さ れ て い る 場 合 は 同 等 以 上 の も の と す る 場 合 は 、 あ ら か じ め 監

(1 ) 本 工 事 に 使 用 す る 材 料 ・ 機 材 等 は 、 設 計 図 書 に 定 め る 品 質 及 び 性 能 と 同 等 以 上 の も の を 使 用 す

　 証 明 と な る 資 料 又 は 外 部 機 関 が 発 行 す る 品 質 及 び 性 能 等 が 評 価 さ れ た こ と を 示 す 書 面 を 提 出 し

監 督 職 員 の 承 諾 を 受 け る 。

1)品 質 及 び 性 能 に 関 す る 試 験 デ ー タ が 整 備 さ れ て い る こ と 。

　 2)生 産 施 設 及 び 品 質 の 管 理 が 適 切 に 行 わ れ て い る こ と 。

　 3)安 定 的 な 供 給 が 可 能 で あ る こ と 。

　 4)法 令 等 で 定 め が あ る 場 合 は 、 そ の 許 可 、 認 可 、 認 定 又 は 免 許 を 取 得 し て い る こ と 。

　 5)製 造 又 は 施 工 の 実 績 が あ り 、 そ の 信 頼 性 が あ る こ と 。

(2 ) 別 表 -1に 示 す 材 料 ・ 機 材 等 の 製 造 業 者 等 は 次 の 1)か ら 6)す べ て の 事 項 を 満 た す も の と し 、 こ の

　 6)販 売 、 保 守 等 の 営 業 体 制 が 整 え ら れ て い る こ と 。 な お 、 シ ス テ ム と し て 機 能 す る も の に あ っ て

本 工 事 の 建 物 内 部 に 使 用 す る 建 築 材 料 等 は 、 設 計 図 書 に 規 定 す る 所 要 の 品 質 及 び 性 能 を 有 す る も

の と し 、 次 の 1)か ら 5)を 満 た す も の と す る 。

な お 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド を 発 散 し な い も の と は 、 発 散 量 が 規 制 対 象 外 の も の を 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ

ド の 発 散 量 が 極 め て 少 な い も の と は 、 発 散 量 が 第 ３ 種 の も の を い い 、 原 則 と し て 規 制 対 象 外 の も

の を 使 用 す る も の と す る が 、 該 当 す る 材 料 等 が 無 い 場 合 は 第 ３ 種 の も の を 使 用 す る も の と す る 。

ド 、 そ の 他 の 木 質 建 材 、 ユ リ ア 樹 脂 板 、 仕 上 げ 塗 材 及 び 壁 紙 は 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド を 発 散 し な い

か 、 発 散 が 極 め て 少 な い も の と す る 。

2)保 温 材 、 緩 衝 材 、 断 熱 材 は ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 及 び ス チ レ ン を 発 散 し な い か 、 発 散 が 極 め て 少 な い

も の と す る 。

3)接 着 剤 は フ タ ル 酸 ジ ー ｎ ー ブ チ ル 及 び フ タ ル 酸 ー ２ ー エ チ ル ヘ キ シ ル を 含 有 し な い 難 揮 発 性 の 可

塑 剤 を 使 用 し 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 、 ト ル エ ン 、 キ シ レ ン 、 エ チ ル ベ ン ゼ ン を 発 散 し な い か 、 発 散

が 極 め て 少 な い も の と す る 。

4)塗 料 は ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 、 ト ル エ ン 、 キ シ レ ン 、 エ チ ル ベ ン ゼ ン を 発 散 し な い か 、 発 散 が 極 め て

少 な い も の と す る 。

5)上 記 1)、 3)、 4)の 建 築 材 料 等 を 使 用 し て 作 ら れ た 家 具 、 書 架 、 実 験 台 、 そ の 他 什 器 等 は 、 ホ ル ム

ア ル デ ヒ ド を 発 散 し な い か 、 発 散 が 極 め て 少 な い も の と す る 。

1)合 板 、 木 質 系 フ ロ ー リ ン グ 、 構 造 用 パ ネ ル 、 集 成 材 、 単 板 積 層 材 、 Ｍ Ｄ Ｆ ， パ ー テ ィ ク ル ボ ー

　 建 　 築 　 材 　 料 　 等

①JIS及びJASの F☆☆☆☆規格品

②建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

③下記表示のあるJAS規格品

ａ 非ホルムアルデヒド系接着剤使用

ｂ 接着剤等不使用

ｃ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

ｄ ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

ｅ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

ｆ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

①JIS及びJASの F☆☆☆規格品

②建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品

下 記 の 物 質 を 材 料 及 び 製 造 工 程 に 使 用 さ れ て い な い こ と 。

飲 料 水 管 系 に 使 用 さ れ て い る ペ ー ス ト シ ー ル 剤 は 、 室 内 汚 染 に 係 る 揮 発 性 化 合 物 に 指 定 さ れ て い る

　 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 、 ア セ ト ア ル デ ヒ ド 、 ト ル エ ン 、 キ シ レ ン 、 エ チ ル ベ ン ゼ ン 、 ス チ レ ン

　 パ ラ ジ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン 、 テ ト ラ デ カ ン 、 ク ロ ル ピ リ オ ス 、 フ ェ ノ ブ カ ル ブ 、 ダ イ ア ジ ノ ン

　 フ タ ル 酸 ジ ー ｎ ー ブ チ ル 、 フ タ ル 酸 ジ ー 2ー エ チ ル ヘ キ シ ル

・ 監 督 員 が 指 示 す る 構 内 の 場 所 に 敷 な ら し 　 　 ・ 構 内 指 定 場 所 に た い 積 　 　 ・ 構 外 搬 出 適 切 処 理

根 切 中 の 山 留 め 　 ・ 有 （ 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 無

工事に先立ち手引き第２編による廃棄物等処理計画書を監督職員に提出し、しゅん工時には廃棄物等処理報告書を

(1 )引 渡 し を 要 す る も の 　 　 ・ 無 　 　 ・ 有 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

作成し提出する。

(2 )引 渡 し を 要 す る も の 以 外 は 構 外 搬 出 し 関 係 法 令 に よ り 適 切 に 処 理 す る こ と 。

(3 )特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 　 ・ 無 　 　 ・ 有 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

(4 )再 利 用 又 は 再 生 資 源 化 を 図 る も の 　 （ ｺﾝ ｸ ﾘ ｰﾄ塊 ､ｱ ｽ ﾌ ｧﾙ ﾄ塊 ､木 く ず ､金 属 く ず ､塩 ビ 管 ､　 　 　 ）

・ 設 け な い 　 ・ 設 け る

こ の 工 事 に 必 要 な 工 事 用 電 力 、 用 水 、 諸 手 続 き な ど の 費 用 は 請 負 者 の 負 担 と す る 。

・ 別 契 約 の 関 係 請 負 者 が 定 置 し た も の は 無 償 で 使 用 で き る 。 　 ・ 本 工 事 で 負 担 す る 。

電 気 保 安 技 術 者 を 設 置 す る 。

・ 配 管 (１ ． ２ )　 ・ 冷 凍 空 気 調 和 機 器 (１ ． ２ )　 ・ 熱 絶 縁 (１ ． ２ )　 　 ・ 建 築 板 金 (１ ． ２ )

資 材 の 保 管 は 必 ず 屋 根 を か け 地 上 30 c m以 上 の 架 台 に 乗 せ る 。

標 準 仕 様 書 第 １ 編 １ ． ７ ． ４ に よ る ほ か 、 バ ル ブ 類 等 は 必 要 に 応 じ て 合 成 樹 脂 製 名 札 を ス テ ン レ

込 み 程 度 ） を 設 け る 。 大 き さ は 、 約 　 　 　 　 ㎡ と す る 。

機 器 等 の 取 り 扱 い 方 法 及 び 重 要 な 定 期 点 検 項 目 等 を 書 い た 取 扱 説 明 板 （ ア ク リ ル 樹 脂 製 、 文 字 彫

ス 線 等 で 取 付 け る 。

・ 風 量 調 整 　 ・ 水 量 調 整 　 ・ 室 内 外 空 気 の 温 湿 度 測 定 　 ・ 騒 音 測 定

　 飲 料 水 の 水 質 の 測 定 は 厚 生 労 働 大 臣 登 録 水 質 検 査 機 関 と す る 。

(2 )電 動 機 出 力 、 燃 料 消 費 量 、 圧 力 損 失 は 、 原 則 と し て 表 示 さ れ た 数 値 以 下 と す る 。

(1 )機 器 類 の 能 力 、 容 量 等 は 、 表 示 さ れ た 数 値 以 上 と す る 。

機 器 、 配 管 、 風 道 等 は 耐 震 を 考 慮 し 堅 固 に す え 付 け 、 取 付 又 は 支 持 を 行 う 。

耐 震 措 置 の 計 算 及 び 施 工 方 法 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 以 外 、 す べ て 「 建 築 設 備 耐 震 設 計 ・ 施 工 指 針

　 ・ 給 水 装 置 ・ 排 水 装 置 ・ 換 気 機 器 ・ 空 調 機 器 ・ 防 災 設 備 ・ 監 視 制 御 設 備 ・ 危 険 物 貯 蔵 装 置

　 　 　 　 　重 要 機 器 と は 下 記 に 示 す も の を い う 。

　 ・ 火 を 使 用 す る 設 備 ・ 避 難 経 路 上 に 設 置 す る 機 器 ・ 　 　 　 　 　 　 ・ 　 　

　 　 　 　 　 　 ２ ～ ６ 階 建 以 下 の 場 合 は 最 上 階 、 ７ ～ ９ 階 建 の 場 合 は 上 層 ２ 階

　 　 　 ３ ． 上 層 階 の 定 義 は 次 に よ る 。

　 　 　 ２ ． 〈 　 　 〉 内 の 数 値 は 水 槽 類 に 適 用 す る 。

(1 )設 計 用 水 平 地 震 力 は 、 機 器 の 重 量 （ 自 由 表 面 を 有 す る 水 槽 そ の 他 の 貯 槽 に あ っ て は 有 効 重 量 )

( 2 )設 計 用 鉛 直 地 震 力 は 、 設 計 用 水 平 地 震 力 の 1/ 2と し 、 水 平 地 震 力 と 同 時 に 働 く も の と す る 。

・ 内 部 仮 設 足 場 等 （ ・ 　 　 　 種 　 ・ 　 　 　 種 ） 　 ・ 外 部 仮 設 足 場 等 （ ・ 　 　 　 種 　 ・ 　 　 　 　 種 ）

規　制　対　象　外

ホルムアルデヒドの発散量

第　三　種

該　当　す　る　建　築　材　料

使 用 材 料 名 、 製 造 者 名 、 発 注 先 、 品 質 性 能 証 明 資 料 提 出 の 省 略 に つ い て 記 載 し た 調 書 を 作 成 し 、

監 督 職 員 の 承 諾 を 受 け る 。

（ 注 ） １ ． （ 　 　 ） 内 の 数 値 は 防 振 支 持 の 機 器 の 場 合 に 適 用 す る 。

設 　 置 　 場 　 所

上 層 階 、 屋 上 及 び 塔 屋

中 　 間 　 階

地 下 階 、 一 階

　 に 、 次 に 示 す 地 域 係 数 及 び 設 計 用 標 準 水 平 震 度 を 乗 じ た も の と す る 。 地 域 係 数 は 1. 0と す る 。

耐 　 震 　 安 　 全 　 性 　 の 　 分 　 類

・ 特 定 の 施 設 （ ・ 甲 類 　 ・ 乙 類 ） ・ 一 般 の 施 設 （ 乙 類 ）

２ ． ０

（ ２ ． ０ ）

〈 ２ ． ０ 〉

（ ２ ． ０ ）

１ ． ５

（ １ ． ５ ）

〈 １ ． ５ 〉

１ ． ０

（ １ ． ０ ）

１ ． ５

〈 １ ． ５ 〉

（ ２ ． ０ ）

１ ． ５

〈 １ ． ５ 〉

１ ． ０

（ １ ． ５ ）

〈 １ ． ０ 〉

１ ． ０

（ １ ． ５ ）

〈 １ ． ０ 〉

１ ． ０

（ １ ． ５ ）

〈 １ ． ０ 〉

０ ． ６

（ １ ． ０ ）

０ ． ６

（ １ ． ０ ）

０ ． ６

（ １ ． ０ ）

〈 ０ ． ６ 〉

０ ． ４

（ ０ ． ６ ）

一 般 機 器 重 要 機 器 一 般 機 器重 要 機 器

〈 １ ． ５ 〉 〈 １ ． ０ 〉 〈 １ ． ０ 〉 〈 ０ ． ６ 〉

２ 使 用 材 料 発 注 先 調 書

３ 施 工 条 件 明 示 項 目

４ 化 学 物 質 を 発 散 す る

５ ペ ー ス ト シ ー ル 剤

６ 電 気 保 安 技 術 者

８ 監 督 員 事 務 所

９ 工 事 用 電 力 ･用 水 等

10 足 場 ・ さ ん 橋 類

11 資 材 の 保 管

12 建 　 設 　 発 　 生 　 土

13 埋 め 戻 し 土 ・ 盛 土

14 山 　 留 　 養 　 生

15 発 生 材 処 理

16 文 字 入 名 札 等

17 取 扱 説 明 板

18 総 　 合 　 調 　 整

19 容 量 等 の 表 示

20 耐 　 震 　 措 　 置

標 準 仕 様 書 に よ る ほ か 別 表 -2に よ る 。

（ 別 表 -2） し ゅ ん 工 時 提 出 物 （ ○ 印 を 付 け た も の を 提 出 す る 。 作 成 方 法 は 手 引 き に よ る 。 ）

１ 設 計 温 湿 度

２ 居 室 騒 音 限 界 下 表 に よ る ほ か 、 耳 ざ わ り 音 が な い よ う 機 種 選 定 お よ び ダ ク ト 消 音 対 策 を 行 う 。

外 　 　 　 気
屋 　 　 　 　 　 　 　 　 　 内

一 　 般 　 系 　 統

夏 　 季

冬 　 季

温 度 (D B) 湿 度 (R H )

℃

温 度 (D B) 湿 度 (R H ) 温 度 (D B) 温 度 (D B) 湿 度 (R H )

％℃

湿 度 (R H)

％ ℃

％℃

％ ℃

％℃

％ ℃

％℃

％

室 　 　 　 　 　 　 　 　 名 Ａ 　 特 　 性 　 (ｄ Ｂ ) Ｎ 　 　 Ｃ 　 　 値

３ 煤 煙 濃 度 計

４ ば い じ ん 量 測 定 口

５ 煙 　 　 　 　 　 　 道

６ ダ 　 　 ク 　 　 ト

・ 設 け る 　 　 ・ 　

・ 設 け る （ 測 定 口 は 80φ と す る ） 　 ・ 　

・ 低 圧 ダ ク ト 　 ・ 高 圧 １ ダ ク ト 　 ・ 高 圧 ２ ダ ク ト

・ ア ン グ ル フ ラ ン ジ 工 法 　 　 ・ ス パ イ ラ ル ダ ク ト

・ コ ー ナ ー ボ ル ト 工 法 （ ・ 共 板 フ ラ ン ジ 工 法 　 ・ ス ラ イ ド オ ン フ ラ ン ジ 工 法 ）

取 付 部 は 図 示 に よ る 。７ 風 量 測 定 口

８ チ ャ ン バ ー

備

○

冷

暖

房

設

備

○

暖

房

設

備

○

空

気

調

和

設

復 帰 方 式 （ ・ 遠 隔 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

定 格 入 力 は 、 Ｄ Ｃ 24Ｖ 、 0. 7Ａ 以 下 と す る 。

９ 防 煙 ダ ン パ ー

(1 )内 貼 り を 施 す チ ャ ン バ ー の 表 示 寸 法 は 外 法 を 示 す 。

(2 )空 気 調 和 機 、 温 風 暖 房 機 に 取 り 付 け る サ プ ラ イ チ ャ ン バ ー 、 レ タ ン チ ャ ン バ ー 及 び 風 道 系 で 消

　 音 内 貼 り し た チ ャ ン バ ー に は 点 検 口 を 設 け 、 点 検 口 の 大 き さ は 図 示 に よ る 。

　 工 す る 。

(3 )外 壁 に 面 す る ガ ラ リ に 直 接 取 り 付 け る チ ャ ン バ ー 及 び ホ ッ パ ー は 、 雨 水 の 滞 留 の な い よ う に 施

伸 縮 継 手 、 掃 除 口 及 び ば い 煙 量 測 定 口 の 位 置 は 図 示 に よ る 。 　

（ 別 表 -1） 品 質 及 び 性 能 を 有 す る こ と の 証 明 と な る 資 料 を 提 出 す る 機 材 等

11　 そ の 他 監 督 職 員 の 指 示 に よ る も の 又 は 特 記 に よ る も の

・ （ 社 ） 公 共 建 築 協 会 に よ る 「 建 築 材 料 ・ 設 備 機 材 等 品 質 性 能 評 価 事 業 」 に お け る 評 価 対 象 と な る 機 械 設 備 機 材 等

・

・

・

・

・

・

・

・ そ の 他 監 督 職 員 の 指 示 に よ る も の

７ 技 能 士 の 適 用

公 共 建 築 工 事 積 算 基 準 の 解 説 (設 備 工 事 編 )の 「 執 務 並 行 改 修 」 排 水 管 を 除 く 管 に は 、 埋 設 表 示 用 テ ー プ を 設 置 す る 。

は 埋 設 標 示 ピ ン と す る 。 ま た 、 施 工 上 生 じ た 分 岐 、 曲 が り の 箇 所 に つ い て も 同 様 と す る 。

26 管 の 埋 設 表 示 図 示 さ れ た 屋 外 埋 設 管 の 分 岐 及 び 曲 が り の 箇 所 に は 、 コ ン ク リ ー ト 製 標 柱 を 埋 め 込 む 。 舗 装 部 分

非 破 壊 検 査

27 溶 　 接 　 部 　 の

抜 取 率 　 　 　 ・ 標 準 仕 様 書 に よ る 　 　 ・ 　

区 　 　 　 　 分

倉 庫 ・ 書 庫

居 室 ・ 廊 下 な ど

屋 外 露 出 、 多 湿 箇 所

（ 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ カ ラ ー 亜 鉛 鉄 板 　 　 　 　 　 　 ・ 　

・ ス テ ン レ ス 鋼 板 　 　 　 　 　 　 ・ 　

・ ア ル ミ ガ ラ ス ク ロ ス 　 　 　 　 ・ 　

・ ア ル ミ ガ ラ ス ク ロ ス 　 　 　 　 ・ 　

区 　 　 　 　 分 保 　 　 　 　 温 　 　 　 　 外 　 　 　 　 装

倉 庫 ・ 書 庫

屋 外 露 出 、 多 湿 箇 所 ・ ス テ ン レ ス 鋼 板 　 　 　 　 　 　 ・ 　

・ ア ル ミ ガ ラ ス ク ロ ス 　 　 　 　 ・ 　

・ ア ル ミ ガ ラ ス ク ロ ス 　 　 　 　 ・ 　

居 室 ・ 廊 下 な ど

機 械 室

機 械 室

保 　 　 　 　 温 　 　 　 　 外 　 　 　 　 装

（ 　 　 　 　 　 　 　 ）

消 音 内 貼 り

既 存 の コ ン ク リ ー ト 床 及 び 壁 の 配 管 貫 通 部 の 穴 明 け は 原 則 と し て ダ イ ヤ モ ン ド カ ッ タ ー に よ る 。

給 水 管 、 給 湯 管 、 冷 温 水 管 等 の 管 、 バ ル ブ （ グ ラ ン ド 部 を 含 む ） 、 フ ラ ン ジ 、 可 と う 継 手 及 び 空

調 ダ ク ト の フ ラ ン ジ は 、 建 物 内 外 共 保 温 す る 。 な お 、 保 温 端 部 は シ ー リ ン グ 処 理 を 行 う 。

各 配 管 の 保 温 厚 で 標 準 仕 様 書 中 厚 30 m m未 満 の 箇 所 は す べ て 厚 30 mm以 上 と す る 。 た だ し 、 排 水 管 は

除 く 。

・ 換 気 ダ ク ト の 保 温 要 （ 保 温 厚 25m m） 　 　 　 　 　 ・ 範 囲 は 図 示 に よ る 　 ・ 　

・ 外 気 取 入 れ ダ ク ト の 保 温 要 （ 保 温 厚 25 m m） 　 　 ・ 範 囲 は 図 示 に よ る 　 ・ 　

・ 排 気 ダ ク ト の 保 温 要 （ 保 温 厚 25m m） 　 　 　 　 　 ・ 範 囲 は 図 示 に よ る 　 ・ 　

・ 還 り ダ ク ト の 保 温 要 （ 保 温 厚 25m m） 　 　 　 　 　 ・ 範 囲 は 図 示 に よ る 　 ・ 　

・ 膨 張 タ ン ク よ り ボ イ ラ ー へ の 補 給 水 管 の 保 温 は 膨 張 管 の 項 に よ る 。

・ 建 物 内 の 空 気 抜 き 管 の 保 温 は 膨 張 管 の 項 に よ る 。

・ 空 気 調 和 機 、 フ ァ ン コ イ ル ユ ニ ッ ト 、 冷 水 及 び 冷 温 水 の ド レ ー ン 管 の 保 温 は 排 水 管 の 項 に よ る 。

・ 全 熱 交 換 器 用 ダ ク ト の 保 温 要 （ 保 温 厚 25m m） 　 ・ 範 囲 は 図 示 に よ る 　 ・ 　

保 温 種 別 は 下 記 に よ る

　 ダ ク ト 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ イ （ ・ １ 号 　 ・ ２ 号 ） 　 　 ・ ロ

　 冷 温 水 、 冷 水 、 温 水 、 蒸 気 管 　 ・ イ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ロ

　 機 器 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ イ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ロ

　 排 水 管 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ロ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　

・ 排 水 管 で ピ ッ ト 内 、 共 同 溝 内 及 び 最 下 階 の 床 下 の 下 記 の 部 分 は 保 温 す る 。

　 な お 仕 様 は ｄ (ハ )と す る 。

　 （ ・ 排 水 ト ラ ッ プ 　 ・ 鉛 管 　 ・ 鋼 管 類 　 ・ ビ ニ ー ル 管 　 ・ ド レ ー ン 管 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 消 火 管 で 下 記 の 部 分 は 保 温 す る 。 な お 仕 様 は 給 水 管 の 項 に よ る 。

　 （ ・ 屋 内 消 火 管 　 ・ 水 抜 き で き な い 管 　 ・ ス プ リ ン ク ラ ー 配 管 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 圧 力 タ ン ク 、 膨 脹 水 槽 、 各 種 呼 水 槽 等 鋼 板 製 水 槽 は 保 温 す る 。 な お 仕 様 は 各 機 器 の 項 に 準 ず る 。

・ 大 便 器 は 保 温 す る 。

・ 共 同 溝 の 保 温 種 別 　 （ ・ ピ ッ ト 内 に 準 ず る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 給 水 管 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ハ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ロ （ 凍 結 防 止 帯 巻 部 分 ） 　

　 給 湯 管 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ イ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ロ

・ ダ ク ト の 保 温 外 装 は 下 表 に よ る 。

　 振 動 絶 縁 効 率

検 査 の 種 類 　 ・ Ｒ Ｔ 　 　 ・ Ｐ Ｔ 又 は Ｍ Ｔ

下 記 の 金 属 電 線 管 は 塗 装 を 行 う 。

・ 屋 外 露 出 　 　 　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 ） の 屋 内 露 出

下 記 の 保 温 を 行 わ な い 亜 鉛 メ ッ キ を 施 し た ダ ク ト 及 び 配 管 は 塗 装 を 行 わ な い 。

振 動 絶 縁 効 率基 　 　 　 　 　 　 礎機 　 　 　 　 　 器

空 調 用 ポ ン プ 及 び

ボ イ ラ ー 給 水 用 ポ ン プ

遠 　 心 　 送 　 風 　 機 ・ 標 準 基 礎 　 　 ・ 防 振 基 礎

・ 標 準 基 礎 　 　 ・ 防 振 基 礎

・ 標 準 基 礎 　 　 ・ 防 振 基 礎

・ 80％ 以 上 　 ・ 　

・ 80％ 以 上 　 ・ 　

・ 　 ％ 以 上 　 ・ 　

小 形 給 水 ポ ン プ ユ ニ ッ ト

揚 水 用 ポ ン プ 及 び

・ 別 図 に よ る 。

・ 倉 庫 　 　 　 　 ・ 　

・ 配 管 の 保 温 外 装 は 下 表 に よ る 。 （ 配 管 に は 、 冷 媒 管 は 除 く 。 ）

28 塗 　 　 　 　 　 　 装

29 機 器 の 基 礎 及 び

30 電 　 　 　 線 　 　 　 類

31 は 　 　 つ 　 　 り

32 保 　 温 　 及 　 び

・ ス テ ン レ ス 鋼 板 　 　 　 　 　 　 ・ 保 温 化 粧 ケ ー ス

保 　 　 　 　 温 　 　 　 　 外 　 　 　 　 装区 　 　 　 　 分

屋 　 内 　 露 　 出

屋 　 外 　 露 　 出

(2 )新 設 配 管 は 、 既 設 配 管 の 接 続 前 に 試 験 を 行 う 。

・ 各 種 機 器 に つ い て 図 示 電 気 ヒ ー タ ー 等 の 防 凍 対 策 を 行 う 。 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 屋 外 露 出 部 （ 給 水 管 、 冷 温 水 管 、 膨 脹 管 、 冷 水 管 、 温 水 管 、 ド レ ー ン 管 、 消 火 管 、 排 水 管 、

弁 類 ） は 防 凍 保 温 を 行 い 、 厚 さ は 管 径 25 m m以 下 の も の は 50 mm、 管 径 32 m m以 上 の も の は 40 m mと す る 。

・ 屋 外 露 出 部 （ 給 水 管 、 冷 温 水 管 、 膨 脹 管 、 冷 水 管 、 温 水 管 、 ド レ ー ン 管 、 消 火 管 、 排 水 管 、

配 管 、 ダ ク ト 、 器 具 据 え 付 け に と も な う ス リ ー ブ 、 枠 入 れ は 本 工 事 と し 、 他 は 工 事 区 分 表 に よ る 。

弁 類 ） は 電 気 ヒ ー タ ー 等 の 防 凍 対 策 を 行 う 。 な お 、 保 温 厚 は ３ ２ に 準 じ る 。

保 険 等 の 各 種 措 置 に つ い て は 、 別 添 「 特 記 仕 様 書 (共 通 事 項 )」 に よ る 。

　 （ 長 野 県 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ (電 子 入 札 シ ス テ ム )に 掲 載 さ れ る 、 当 該 入 札 公 告 の 添 付 図 書 ）

(1 )各 種 配 管 の 試 験 は 、 新 設 配 管 に 適 用 す る 。

・ 冷 媒 管 の 保 温 の 外 装 は 下 表 に よ る 。 な お 保 温 化 粧 ケ ー ス の 材 質 は 図 示 に よ る 。

33 防 　 凍 　 保 　 温

34 試 　 　 　 　 験

35　 他 工 事 と の 取 合 い

36　 そ 　 　 の 　 　 他

検 査 対 象 　 　 ・ 配 管 　 　 　 ・ 煙 道 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ・ 　

か っ て 下 り 勾 配 と す る 。

給 水 、 給 湯 、 消 火 、 冷 温 水 、 冷 却 水 管 は 、 図 示 に よ る 水 抜 き が 確 実 に で き る よ う 水 抜 き 位 置 に 向

吊 金 物 は 亜 鉛 メ ッ キ 又 は ス テ ン レ ス 鋼 製 と す る

す る 。 ま た 、 コ ン ク リ ー ト 土 間 下 配 管 は 、 鋼 棒 等 に よ り 沈 下 防 止 措 置 を す る 。

コ ン ク リ ー ト 内 の 鋼 管 、 鉛 管 及 び 塩 ビ 管 に つ い て は 、 プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ を 1/ 2重 ね １ 回 巻 き と

22 吊 　 　 金 　 　 物

23 配 　 管 　 勾 　 配

24 管 　 の 　 保 　 護

土 中 埋 設 管 （ 排 水 含 む ） は 、 管 の 上 下 を サ ン ド ク ッ シ ョ ン 厚 10 0m mで 保 護 す る 。25 管 　 の 　 埋 　 設

21 あ と 施 工 ア ン カ ー

・ 施 工 士 の 適 用 （ 第 １ 種 、 第 ２ 種 ） あ と 施 工 ア ン カ ー 施 工 士 に よ る 。

確 認 試 験 は 、 ・ 性 能 確 認 試 験 (　 　 本 ） ・ 施 工 後 確 認 試 験 (　 　 本 )を 確 認 強 度 　 kNに て 行 う 。

※(社)日本建築あと施工アンカー協会認定資格
※

・ 保 温 化 粧 ケ ー ス

・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　

２ 　 完 成 図 （ 原 図 ・ 製 本 ・ CA Dデ ー タ ）

３ 　 設 計 図 （ 原 図 ・ CA Dデ ー タ ）

・ 飲 料 水 の 水 質 の 測 定 （ ・ 水 質 基 準 検 査 11項 目 (一 般 細 菌 ､大 腸 菌 ､硝 酸 態 窒 素 及 び 亜 硝 酸 態 窒 素 ､

亜 硝 酸 態 窒 素 、 塩 化 物 ｲｵ ﾝ､有 機 物 等 (TO C ) ､p H ､味 ､臭 気 ､色 度 ､濁 度 ） 　 ・ ト ル エ ン ）

２ ０ １ ４ 年 版 」 （ 国 土 交 通 省 国 土 技 術 政 策 総 合 研 究 所 ・ 独 立 行 政 法 人 建 築 研 究 所 監 修 ） に よ る 。

・ 根 切 中 の 良 質 土 （ た だ し 管 の 周 囲 は 山 砂 又 は 川 砂 ） 　 ・ 山 砂 の 類

改 修 工 事 標 準 仕 様 書 第 ２ 編 第 ５ 章 に よ る 。

電 線 及 び ケ ー ブ ル の 規 格 は 標 準 仕 様 書 第 ４ 編 １ ． ５ ． １ 、 表 ４ ． １ ． １ １ に よ る 。

標 準 仕 様 書 第 ２ 編 に よ る ほ か 下 記 に よ る 。

温 風 乾 燥 機 能 （ ・ 有 　 ・ 無 ） 　 擬 音 装 置 （ ・ 有 　 ・ 無 ） 　 リ モ コ ン （ ・ 有 　 ・ 無 ）

４ 小 便 器 洗 浄 弁

・ 取 付 箇 所 （ ・ 大 便 器 　 ・ 小 便 器 　 ・ 　 　 　 　 ） 材 質 （ ・ 陶 器 製 　 ・ 　 　 　 　 ）

・ 設 け る （ ピ ッ ト 内 は 除 く ） 　 　 ・ 設 け な い

・ 止 水 栓 付 　

１ シ 　 ス 　 テ 　 ム

２ 機 器 の 寸 法 概 略 寸 法 と す る

・ ド ラ イ シ ス テ ム 　 　 ・ 　

・ 標 準 図 　 施 工 72に よ る 　 　 本 組 。

・ 標 準 図 　 施 工 73（ ・ (a)　 ・ (b)） に よ る

・ 改 修 工 事 標 準 仕 様 書 第 １ 編 2. 2 .1に よ る ほ か 下 記 に よ る 。

５ 水 　 　 　 　 　 　 栓

６ 洗 　 　 面 　 　 器

７ 標 　 　 記 　 　 板

８ 大 便 器 耐 火 カ バ ー

加 熱 方 式 （ ・ 貯 湯 式 　 ・ 瞬 間 式 ） 　

・ 節水固定コ マ（ ・ 寒冷地対応形　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

参 考 図 書

　 版 ） 」 （ 以 下 、 「 標 準 図 」 と い う 。 ） に よ る 。

(2)電 気 設 備 工 事 及 び 建 築 工 事 を 本 工 事 に 含 む 場 合 、 電 気 設 備 工 事 及 び 建 築 工 事 は 、 そ れ ぞ れ の 工 事 仕 様 を 適 用 し 、 下 記 の

　 工 事 仕 様 は 適 用 し な い 。

１ ． 共 　 通 　 仕 　 様

(1)図 面 及 び 特 記 仕 様 に 記 載 さ れ て い な い 事 項 は 、 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 の 「 公 共 建 築 工 事 標 準 仕 様 書 （ 機 械 設 備

Ⅲ．工　事　仕　様

１ ． 工 　 事 　 場 　 所

３ ． 工 　 事 　 種 　 目 （ ● 印 を 付 け た も の を 適 用 す る ）

工 事 種 目

建 　 物 　 別

方 　 法 　 及 　 び 　 種 　 別 設 　 　 　 　 　 　 備 　 　 　 　 　 　 概 　 　 　 　 　 　 要

空 　 　 　 調 　 　 　 方 　 　 　 式

冷 　 　 暖 　 　 房 　 　 方 　 　 式

暖 　 　 　 房 　 　 　 方 　 　 　 式

換 　 　 　 気 　 　 　 方 　 　 　 式

給 　 　 　 水 　 　 　 方 　 　 　 式

排 　 　 　 水 　 　 　 方 　 　 　 式

消 　 火 　 設 　 備 　 の 　 種 　 別

ガ 　 　 ス 　 　 の 　 　 種 　 　 別

・ ・ ・ ・

・ ・ ・

・ 温 風 暖 房 ・ 温 水 暖 房 ・ Ｆ Ｆ 暖 房

・

・

・ 局 所 換 気 ・ ・ ・

・ 水 道 直 結 式 　 　 　 ・ 加 圧 式 　 　 　 　 　 ・ 高 置 タ ン ク 式 （ ・ 上 水 　 ・ 井 水 ）

・ 建 物 内 汚 水 、 雑 排 水 （ ・ 分 流 　 ・ 合 流 ）

・ 建 物 外 汚 水 、 雑 排 水 （ ・ 分 流 　 ・ 合 流 ）

・ 屋 内 消 火 栓 設 備 ・ 消 火 器 ・ ・

４ ． 設 　 備 　 概 　 要 （ ○ 印 を 付 け た も の を 適 用 す る ）

５ ． 指 　 定 　 部 　 分 　 　 ・ 無 　 　 　 　 　 　 ・ 有 　 （ 指 定 部 分 し ゅ ん 工 期 限 　 平 成 　 　 年 　 　 月 　 　 日 ）

・ 液 化 石 油 ガ ス （ 発 熱 量 10 0 , 00 0 KJ / Nm ）

・ 都 市 ガ ス （ 発 熱 量 　 　 　 　 　 　 KJ / N m、 供 給 事 業 者 名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
3

3

放 流 先 　 　 　 　 ・ 公 共 下 水 　 　 　 ・ 　

浄 化 槽 　 （ ・ 合 併 　 ・ 単 独 　 ）

Ｅ Ｈ Ｐ

工 事 種 別

Ｒ Ｃ 造
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33.4

-9.2

-

-

-

-

●

●

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇

〇

主任担 当技術 者 担当 技術者

意匠担 当

設 計事務所 名 管理 技術者

Ⅱ．管　理　技　術　者　等　
〇

○ 浄 　 化 槽 　 設 　 備

○ 　 実 験 実 習 器 具 設 備

○ 　 厨 　 房 　 機 　 器 　 設 　 備

○ 　 給 　 　 油 　 　 設 　 　 備

○ 　 消 　 　 火 　 　 設 　 　 備

○ 　 ガ 　 　 ス 　 　 設 　 　 備

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 　 給 　 　 湯 　 　 設 　 　 備

○ 　 排 　 　 水 　 　 設 　 　 備

○ 　 給 　 　 水 　 　 設 　 　 備

○ 　 衛 　 生 　 器 　 具 　 設 　 備

○ 　 自 　 動 　 制 　 御 　 設 　 備

○ 　 排 　 　 煙 　 　 設 　 　 備

○ 　 換 　 　 気 　 　 設 　 　 備

○ 　 暖 　 　 房 　 　 設 　 　 備

○ 　 冷 　 暖 　 房 　 設 　 備

○ 　 空 　 気 　 調 　 和 　 設 　 備

●

●

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式●

●

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式

○ 一 式
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〇

下 高 井 郡 木 島 平 村 穂 高 29 7 5番 地

改 修

改 修

〇

・ 合 成 樹 脂 カ バ ー ２〇

〇

〇

〇

〇

〇

下高井農林高校空調設備工事

農 業 棟

林 業 棟

地 上 ２ 階

地 上 ２ 階

農業東 林業等

特記仕様書N.S.

● 長 野 県 営 繕 工 事 の 手 引 き （ 以 下 、 「 手 引 き 」 と い う 。 ） （ 令 和 ３ 年 版 ） 長 野 県 建 設 部 施 設 課 監 修

　 工 事 編 ） （ 令 和 ４ 年 版 ） 」 （ 以 下 、 「 標 準 仕 様 書 」 と い う 。 ） 、 「 公 共 建 築 改 修 工 事 標 準 仕 様 書 （ 機 械 設 備 工 事 編 ） （

　 令 和 ４ 年 版 ） 」 （ 以 下 、 「 改 修 標 準 仕 様 書 」 と い う 。 ） 及 び 「 公 共 建 築 設 備 工 事 標 準 図 （ 機 械 設 備 工 事 編 ） （ 令 和 ４ 年

工 事 し ゅ ん 工 後 ３ ヶ 月 、 12ヶ 月 に 点 検 を し て 、 そ の 結 果 を 書 面 で 学 校 長 あ て 報 告 す る 。

〇

(株 )林魁建 築設計事務 所　　氏 名　 天野勝 也

積算担 当

電気設 備担当

機械設 備担当

(株 )鈴木設 計事務所　 　氏名　 鈴木 達志

(株 )林魁建 築設計事務 所　　氏 名　 赤羽吉 人

タケ ウチで んきシステ ム　　氏 名　 竹内茂

(株 )林魁建 築設計 事務所　　氏 名　天 野勝 也

(株 )林魁建 築設計 事務所　　氏 名　赤 羽吉 人

タケウチで んきシ ステム　　氏 名　竹 内茂

(株 )鈴木設 計事務 所　　氏名　 鈴木達 志

(株 )林魁建 築設計事務 所 赤羽吉人

〇

Ｓ 造

2022.10.25

下M-00



アスベスト処理特記仕様書

アスベスト含有建材の処理については以下による。なお、記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部

工事の着手、施工、完成にあたり、特定粉じん排出等作業実施届出書（大気汚染防止法）、建設工事計画届（労働

安全衛生法）、その他関係法令等により必要とされる手続き等を、関係機関に対して遅滞なく行うこと。

除去対象範囲　アスベスト含有仕上塗材の使用された外壁面で、

　　　　　　　壁貫通又はアンカー打設に必要な部分（コア抜き直径100mm程度、アンカー打直径50mm以下）

除去工法　　　集じん装置付きディスクグラインダーケレン工法

　　　　　　　その他（工事場所を所管する労働基準監督署の指導する工法）　

　　　　　　　密封処理（使用した保護衣等含む）

・アスベスト含有せっこうボードの除去（レベル3）.

・アスベスト含有仕上塗材の除去.

　　　　　　　集じん装置併用手工具ケレン工法

　　　　　　　剥離剤併用手工具ケレン工法

除去したアスベスト含有仕上塗材等の飛散防止

除去したアスベスト含有仕上塗材等の処分

　　　　　　　埋立処分（管理型最終処分）

除去対象範囲　図示

作業場の隔離　行う

除去したアスベスト含有せっこうボードの処分

　　　　　　　埋立処分（管理型最終処分）

監修「建築物解体工事共通仕様書（平成24年版）」「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版」公共建築

改修工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版」による。

　　　　　　　(施工場所は平面図参照）

※　下高井農林高校　：農業棟　の外壁塗材にアスベスト含有
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TAKASHI HAYASHI ARCHITECT & ASSOCIATES INC.
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農場実習棟
運動クラブ部室棟

本館教室棟

便所
機械室棟

プール

　工事は原則休日に行う事とする。

　屋内作業範囲は立入禁止としＡ型バリケード又はコーンによる区画。

　機材の運搬時などは十分な打合せを行い、時間帯の調整を行う事。

　足場は上り口シート巻・禁止看板等を設置する。

・作業の安全について、一般の人が立ち入らないような対策として次の対策等を行う

下高井農林高校

案 内 図

渡
り
廊
下
棟

工事部分を示す。

配置図・仮設計画図

工事 関係者 用

農業棟

林業棟

※外壁リシン吹付材にアスベスト含有

※内装天井材は施工前に調査し確認する事

※アスベスト含有無し
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81.0ｍ2

食品製造実習室

Ｊ

冷媒配管サイズ

ガス管／液　管記　号

φ２５．４／φ１２．７

φ２８．６／φ１２．７

φ２８．６／φ１５．９

φ３１．８／φ１５．９

φ３１．８／φ１９．１

φ１９．１／φ　９．５

φ１２．７／φ　６．４

φ１５．９／φ　９．５

φ２２．２／φ　９．５

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

φ２５．４／φ　９．５

φ３８．１／φ１９．１Ｋ

φ３８．１／φ２２．２Ｌ

φ４４．５／φ２２．２Ｍ
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TAKASHI HAYASHI ARCHITECT & ASSOCIATES INC.

一級建築士事務所（長野)Ｅ第0Y152号・一級建築士登録第100834号　赤羽　吉人長野県教育委員会
実施設計

1/100(A1)
1/200(A3)

農業棟　平面図

下高井農林高等学校　空調設備工事

記　号

備　考

形　　　　　式

－

－

６．冷媒配管の口径は製造者の標準とする。

５．屋内､屋外ユニット間の電気配線(アース共)の仕様は製造者の標準仕様とし、付属とする。

４．電気ヒーター及び加湿器を組込む場合は､送風機とインターロックする｡

２．暖房能力には補助加熱器の加熱能力を含む｡

11．屋内ユニットの基礎は( ○標準基礎　○　　　　)とする｡ただし圧縮機屋外形は不要とする｡

１．定格能力（冷房）、定格能力（暖房）、定格消費電力（冷房）、定格消費電力（暖房）は JISB8616 による｡

定格能力

(暖房)(ｋＷ)

定格能力

(冷房)(ｋＷ)

送風形式設置形式

1方向

●

パ
ッ
ケー

ジ
形
空
気
調
和
機

1 天吊

1方向天吊 20.0 22.4 6.312

暖房冷房

定格消費電力

8.41 8.19 9.56

最大低温

25.0 28.0PAC

PAC 5.88 9.18

７．圧縮機は( ○室内形　●屋外形)

８．進相コンデンサー（ ○要　●不要　）

９．運転時間表示用端子（ ○要　●不要　）

13．リモコンスイッチ（●ワイヤード（配線共）　○ワイヤレス）は機器付属品とする。（室内機床置形を除く）（　　　個（　　台用））

14. 屋外ユニットに耐震用転倒防止金物取付のこと。

（厨房用）

相

3

3

Ｖ

200

200

相

1

1 200

200

Ｖ ｋＷｋＷ

4.60

6.00

送風機（室内） 送風機（屋外）

相

3

3

ｋＷＶ

200

200

2

1

2

1

0.160×2

0.150×2

0.200×2

0.080×4

圧　縮　機ＡＰＦ

4.0

4.7

３．冷媒は　Ｒ３２　とする｡

：　床コア抜き箇所

：　壁コア抜き箇所

凡例

ＰＡＣ

R
Ｂ

Ｂ

１

Ｆ

壁コア抜き８０φ
(鉄筋探査共)

台数

置型架台（犬走り固定）

M-04 標準図参照

ブラケット架台（腰壁）

M-04 標準図参照

食品製造実習室

農業棟

林業棟

育林実習室

設置場所 備考

●ヒートポンプ形

●ヒートポンプ形

（ツイン）

（ツイン）

10．遠方発停用端子（　○要　○不要　）

12．屋外ユニットの基礎は( ○標準基礎　〇防振基礎)とする｡

25 D D

床側溝に放流 床側溝に放流

25
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TAKASHI HAYASHI ARCHITECT & ASSOCIATES INC.

長野県教育委員会
実施設計

1/100(A1)
1/200(A3)

下高井農林高等学校　空調設備工事

林業棟　平面図

一級建築士事務所（長野)Ｆ第0Y152号・一級建築士登録第100834号　赤羽　吉人

S=1/100１ 階 平 面 図
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流し台に放流
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窓パネル加工～建築工事

Ｅ

２

Ｊ

冷媒配管サイズ

ガス管／液　管記　号

φ２５．４／φ１２．７

φ２８．６／φ１２．７

φ２８．６／φ１５．９

φ３１．８／φ１５．９

φ３１．８／φ１９．１

φ１９．１／φ　９．５
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：　床コア抜き箇所
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TAKASHI HAYASHI ARCHITECT & ASSOCIATES INC.

一級建築士事務所（長野)Ｅ第0Y152号・一級建築士登録第100834号　赤羽　吉人長野県教育委員会
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施工 １２ ４ エアコン室外機の基礎

1ｍ
1
ｍ

ＶＰ管

鉄板（ｔ=0.5ｍｍ）

コーキング

ロックウール充填

金属製スリーブ

〔※〕耐火二層管の施工の場合は、性能評価内容の資料を監督員に提出し

　　　承諾を受けること。

開
口

寸
法

φ
１

１
０

以
下

　８０以上

ケーブル、又は　ＰＦ管
クイック（本体）

パテ

壁（中空壁）

クイック（本体） ケーブル、又は　ＰＦ管

パテ

断面図　ＮＯＳＣＡＬＥ

ケーブル又ＰＦ管貫通処理　（中空壁面貫通部）

国土交通大臣認定番号　ＰＳＯ６０ＷＬ-０５２２（相当品番・未来工業）

（尚、ケーブル及び配管・２０φ×１０本以下範囲に１ヶ所）

冷媒用被服銅管（液側）
耐火キャップ金具

冷媒用被服銅管（ガス側）熱膨張性耐熱シール材充填

正面図　ＮＯＳＣＡＬＥ

壁（中空壁）

耐火キャップ金具 冷媒用被服銅管（液側）

冷媒用被服銅管（ガス側）
熱膨張性耐熱シール材充填

断面図　ＮＯＳＣＡＬＥ

参考品名　耐火キャップＣ（ＩＲＣ－Ｃ）・・・因幡電工

国土交通大臣認定　ＰＳ０６０ＦＬ－９３６９（床）

国土交通大臣認定　ＰＳ０６０ＷＬ－９３７０（壁）

（財）日本消防設備安全センター評定　評１０－０２６号-１(変)(令８)

防火区画貫通処理（冷媒配管）要領図 防火区画貫通処理（配線）要領図 防火区画貫通部の処理

正面図　ＮＯＳＣＡＬＥ

Ｄ10　200＠

約
50

0

基礎打設要領

床スラブと一体となる

よう配筋のこと

座金、ダブルナット

つなぎ筋にかける

つなぎ筋

（アンカーボルトと同径以上）

タンクの架台（形鋼製）は、溶融亜鉛めっきのこと

箱抜アンカー埋込アンカー

アンカーボルト取付要領

埋込アンカー又は箱抜アンカーとする。

アンカーボルト、ナットの材質はSUS304製

とし、アンカーボルトの形状はＪ型とする

ナット締め

アンカボルト

ゴムパッド

ストッパ

3～5mm

形鋼製架台

ゴムパッドなどの緩衝材

3～5mm

3～
5m

m

（ｄ：ボルト呼び径）

100mm以上かつ15d以上

防振ゴムパッド

防振ゴムパッド

ダブルナット

防振ゴムふた

耐震ストッパの設置例

距離がとれない場合は平面的にずらす

設置例（1）

（ストッパの例）

設置例（2）

ゴム材等の緩衝材を取り付ける。

１．防振基礎の場合は、ストッパを設け、浮かし基礎を間接固定する。

２．防振基礎のストッパは、水平方向および鉛直方向の地震力が静的に作用した状態において十分な耐力を有するも

ので、ストッパと機器本体との隙間は平常運転時に接触しない程度とし、地震時に接触するストッパの面には

３．軽量機器（100ｋgf以下）の固定は、監督員と協議により後施工アンカーを採用できる。

解説＆留意事項

施工 １２ ５ 機器の基礎及び架台の固定方法

機器取付天井開口要領図

R

DR

天吊エアコン

天井開口部：600× 450

2
5

室内側

廊下側

吊金物：4-M10

エアコン室外機（平置き架台) エアコン室外機(壁ブラケット)

15
0

15
0

ＧＬ

L

L

1
00 砂利又は砕石

定着筋（Ｄ10，四隅）

（犬走り等の場合）（犬走り等のない場合）

Ｄ10ｰ200＠ Ｄ10ｰ200＠

面取り 面取り

目荒し

機器寸法＋300

鋼製架台

エアコン屋外機

機器寸法＋300

エアコン屋外機

鋼製架台

Ｈ

積雪を考慮して決定

１． 寸法は 図示による が、図 示なき場合 は、本 寸法を標準 とする

４．屋 外機か らのデフ ロスト 水が氷結 し機器 を押し上げ て破損す る場合 がある ので、寒冷 地では機 器の

H=250　※凍結深度を考慮する

２ ．犬走り への定着 筋の埋込 み長さ (L )は、定 着筋径の35倍以上 とする

３． 基礎に は、鉄筋（ Ｄ 10ｰ 200＠タテ・ ヨコ） にて補強す る

下端を積雪 を考慮し て設定する こと。

解説＆留意事項

１． 寸法は 図示 による が、図 示な き場合 は、本 寸法を標準 とする

解説＆留意事項 解説＆留意事項

エアコン屋外機

鋼製架台

ＧＬ ＧＬ

エアコン屋外機

転倒防止金物

鋼製架台

犬走り犬走り

ＧＬ

犬走り

ＧＬ

エアコン屋外機

転倒防止金物

犬走り

エアコン屋外機

下 端を積雪を 考慮して設定するこ と。

ブラケ ット及び支持アン カーボ ルト 計算を 行い安 全性 を確認 する。

２．屋 外機からのデフロ スト 水が 氷結し 機器を 押し上げ て破損 する 場合が あるので 、寒冷 地では 機器の

１． 寸法は 図示による が、図示なき場合 は、本 寸法を標準 とする

下端を積雪 を考慮して設 定する こと。

ブラ ケット及 び支持ア ンカーボ ルト計算 を行い安全 性を確 認する。

２．屋 外機から のデフ ロスト水が氷結し 機器を 押し上げ て破損 する場合 があるので 、寒冷 地では 機器の

３． 室外機 を外 壁にブ ラケット支持する 場合は３． 室外機 を犬 走りに 平置き 架台 で支持 する場 合は

機械設備標準図1/-(A1)
1/-(A3)2022.10.25
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1)　品 質及 び性能 に関す る試験デ ータが 整備 されて いること 。

　　

　　

（○印のつ いたも のを適用 する。 ）

電 灯 設 備

動 力 設 備

電 熱 設 備

建 物 別 及 び 屋 外

受 変 電 設 備

項 目

幹 線、分岐

雷 保 護 設 備

工 事 種 目

構 内 交 換 設 備

誘 導 支 援 設 備

情 報 表 示 設 備

映 像 ・ 音 響 設 備

拡 声 設 備

静 止 形 電 源 設 備

構 内 情 報 通 信 網 設 備

直 流電源装 置

Ｌ ＡＮ用配 管

電話設 備

発 電 設 備

時 計設備

インターホン・トイレ呼出し設備

テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

監 視 カ メ ラ 設 備

駐 車 場 管 制 設 備

防 犯・入退室 管理設 備

自 動 火 災 報 知 設 備

自 動 閉 鎖 設 備

非 常 警 報 設 備

ガ ス 漏 れ 警 報 設 備

非常 放送 装置

予備 配管

中 央 監 視 制 御 設 備

構 内 配 電 線 路

構 内 通 信 線 路

昇 降 機 設 備

電 力 貯 蔵 設 備

建　物 　名　 称

No.工 事 名

・ ・

Date.Title

特 記 仕 様2

(1) 項目は 、番 号に○ 印の付 いたもの を適用 する 。

(2) 特記事 項は 、○印 の付い たものを 適用す る。

項 目 特 記 事 項
構 　造 階 　数 延 面 積 (㎡ ) 備　　 　　　考

別表第一の区分

消防法施行令

ＲＣ

特記 仕様は 別紙 「特記 仕様書 （共通事 項）」 によ るほか 次の各 項目によ る。
完成 図１

個 別 提 出 物

工 事写真

完 成写真

施 工の試験 成績書

社 内試験成 績書

機 器完成図５

６

７

８

９

発 生材処理 報告書

納 入品一覧 表

官 公署手続 、検査書（管理者 用正本 、写し）

工 事記録　 　（打合せ簿、工 事日誌 、協議書 ）

10

11

12

14

15

（別表）　しゅん工時提出物　　（・に○印のついたものを提出する。）

・ 原図（ Ａ１版 　ケース入り）

一 括 提 出 物

機 材の試験 成績書

1313

保 全に関す る資料（取扱い説 明書も 含む）

項 目 特 記 事 項

・

（ 廃棄物処 理実施書、運搬及 び処理 の委託契 約書

　 の写し、 マニフェストの写 し、フ ロー図）

・ 陽画（ Ａ１版 　２つ折り製本 　１部 ）

設計 図２

・ CADデ ータ

引渡 書

納入 品

３

４

・・ ハンドホールフ ック、 ジャッキ 　　

・ 予備 品　　 ・ 盤類 の鍵

・ CADデ ータ(jww及び pdf形式)

名　　 　　称 測　 点 取付 高(mm)

取 引 用 計 器 地上 ～上端

引 込 開 閉 器 床上 ～上端

分 電 盤 床上 ～中心

タンブラ スイッ チ

〃 　(和室 )

コンセン ト(一般 )

〃 (身障 者用 )

ブラケッ ト(一般 )

　　〃 　　 (踊場 )

　　〃 　　 (鏡上 )

避 難 口 誘 導 灯

廊 下 通 路 誘 導 灯

〃

〃

〃

〃

〃

鏡端 ～中心

床上 ～下端

床上 ～上端

壁 掛 形 制 御 盤 床上～ 中心

手 元 開 閉 器

操 作 ス イ ッ チ・

押 ボ タ ン

〃

〃

2,0 00

1,8 00

1,5 00

1,3 00

3 00

2,1 00

2,5 00

1 50

　　 1,500以上

　　 1,000以下

1,5 00

(上 端1,900以 下)

1,5 00

1,3 00

電

灯

動

1,1 00

1 50

(上 端1,900以 下)

名　　 　　称 測　点 取付高 (mm)

壁 掛 形 親 時 計

子 時 計

壁掛形ス ピーカー

床上～中 心

〃

〃

〃

1,500

1,3 00

(天井高 )× 0.9

(天井高 )× 0.9

(上 端1,900以 下)

5 機 器 取 付 高

図 面に特記 なきも のは下表を 標準とす る。但 し下表によりがた い場合に は監督 員との 協議による 。

力

室 内 端 子 盤 床上 ～下端 300

1,5 00床上 ～中心

(廊下・ 室内)

中 間 端 子 盤

(EPS・電 気室 )

集 合 保 安 器 箱

壁付アウ トレッ ト

　 ボッ クス(一般 )

　 〃　(和室 ) 〃

〃

〃 (天井 高)×0.9

3 00

1 50

時

計

・

拡

声

表 示 盤

壁 付 発 信 器

ベ ル

ブ ザ ー

身 障 者 用 表 示 灯

壁付イン ターホン

　〃　(身障者 用)

〃 　 (一 般)

〃 　 (和 室)

機 器 収 容 箱

〃 　 (一 般)

〃 　 (和 室)

床上～中 心

床上～中 心

床上～中 心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1,3 00

1,3 00

9 00

1,5 00

3 00

1 50

3 00

1 50

(天井高 )× 0.9

(天井高 )× 0.9

(天井高 )× 0.9

(天井高 )× 0.9

表

示

イ

ン

ン

タ

｜

ホ

押 ボ タ ン

1,1 00

〃 (身 障者用 押釦 )

壁付位置 ボックス

　(壁付インターホンを除く)

復 帰 ボ タ ン 1,8 00

2,0 00

テ
レ
ビ
共
同
受
信

受 信 機

副 受 信 機

機 器 収 容 箱

ベ ル

消 火 栓 表 示 灯

床上～中 心

〃

〃

〃

〃

(天井高 )× 0.9

(天井高 )× 0.8

800～ 1,500

800～ 1,500

800～ 1,500

800～ 1,500

火

知

報

災

発 信 器

床上～操 作部

電

話

警 報 盤 床上 ～中心 1,5 00

〃 (便所等 )

〃 　 (台上 )

〃

台上 ～中心 150

5 00

共

通

床上 ～中心

ア ッ テ ネ ー タ ー

ア ウ ト レ ッ ト

（ 管 理 者 か ら の 聞 き 取 り 調 査 を 含 め 、 調 査 に は 必 ず 管 理 者 の 立 会 い を 要 す る 。 ）

６ 定 期 報 告 工 事 し ゅ ん 工 後 3ヵ 月 、 12ヶ 月 に 点 検 を し て 、 そ の 結 果 を 書 面 で 施 設 課 長 あ て 報 告 す る 。

Ａ 種 接 地

Ｂ 種 接 地

Ｃ 種 接 地

・

・

・

銅板 １．５ ｔ×９００ ×９０ ０　 補 助接地 棒（ 連結式 １０φ ×１、５ ００）

銅板 １．５ ｔ×６００ ×６０ ０　 補 助接地 棒（ 連結式 １０φ ×１、５ ００）

銅板 １．５ ｔ×３００ ×３０ ０　 補 助接地 棒（ 連結式 １０φ ×１、５ ００）

リー ド端子 付　堀削埋 戻中心 深さ１． ５m　 埋設 標（黄 銅製又 はステン レス製）

リー ド端子 付　堀削埋 戻中心 深さ 　 ２m　 埋設 標（黄 銅製又 はステン レス製）

リー ド端子 付　堀削埋 戻中心 深さ 　 ２m　 埋設 標（黄 銅製又 はステン レス製）

Ｄ 種 接 地
接地 棒（１ ０φ×１、 ５００ ） 　リー ド端子付 　打ち 込み式

　　 　　　 　　　　　 　 　 　　　　 　　　 埋設 標（黄 銅製又 はステン レス製）
・

4 接 地 極

下 表による 。ただ し、こ れによりが たい場 合は監督 員との 協議 による 。

・

・

・

ハ ン ド ホ ー ル

ハ ン ド ホ ー ル

ハ ン ド ホ ー ル

Ｎ ｏ.－

Ｎ ｏ.－

Ｎ ｏ.－

蓋 Ｗ ＰＭ－６０ Ａ　　 （Ｅマ ーク入） 　 　　 （ア ルミ梯子 付）

蓋 Ｗ ＰＭ－６０ Ａ　　 （Ｅマ ーク入） 　 　　 　（ 既製足場 付）

蓋 Ｗ ＰＭ－６０ Ａ　　 （Ｅマ ーク入） 　 　　 　（ 既製足場 付）

　 ６００ × 　６ ００× 　　 ６８０ Ｄ　　　

　 ９００ × 　９ ００× １、 １００ Ｄ　　　 底部 Ｇ Ｌ－１ 、２６０ 以上

　 ９００ × 　９ ００× 　　 ９００ Ｄ　　　 底部 Ｇ Ｌ－１ 、０６０ 以上

Ｎ ｏ.－

ハ ン ド ホ ー ル
・

　 ４５０ × 　４ ５０× 　　 ６８０ Ｄ　　　 ※植栽 帯等車 両の 通行の 恐れが ない場所 、

蓋 Ｗ ＰＭ－４５ Ｂ　　 （Ｅマ ーク入） 　　　　 　　収 容ケー ブルが少な い場所に 限る

・

・

・
ハ ン ド ホ ー ル

・
ハ ン ド ホ ー ル

ハ ン ド ホ ー ル

Ｎ ｏ.－

Ｎ ｏ.－

Ｎ ｏ.－

蓋 Ｗ ＰＭ－６０ Ａ　　 （Ｅマ ーク入） 　　 　 （ア ルミ梯子 付）

蓋 Ｗ ＰＭ－６０ Ａ　　 （Ｅマ ーク入） 　 　　 （ア ルミ梯子 付）

蓋 Ｗ ＰＭ－６０ Ａ　　 （Ｅマ ーク入） 　　　 （ア ルミ梯子 付）

１、 ０００ ×１、０ ００× １、 ４００ Ｄ　　　 底部 Ｇ Ｌ－１ 、６００ 以上

１、 ０００ ×１、０ ００× １、 １００ Ｄ　　　 底部 Ｇ Ｌ－１ 、３００ 以上

１、 ０００ ×１、０ ００× 　 ９００ Ｄ　　　 底部 Ｇ Ｌ－１ 、０６０ 以上

・

・

ハ ン ド ホ ー ル

ハ ン ド ホ ー ル

Ｎ ｏ.－

Ｎ ｏ.－ 蓋 Ｗ ＰＭ－６０ Ａ　　 （Ｅマ ーク入） 　　　 （ア ルミ梯子 付）

蓋 Ｗ ＰＭ－６０ Ａ　　 （Ｅマ ーク入） 　　 （ア ルミ梯子 付）

１、 ５００ ×１、５ ００× １、 ５００ Ｄ　　　 底部 Ｇ Ｌ－１ 、７４０ 以上

１、 ２００ ×１、２ ００× １、 ５００ Ｄ　　　 底部 Ｇ Ｌ－１ 、７００ 以上

3 ハ ン ド ホ ー ル

下 表 に よ る 。 （ 梯 子 は 各 ハ ン ド ホ ー ル に 設 置 す る 。 蓋 取 外 し 用 ジ ャ ッ キ を １ 組 納 入 す る 。 ）

ブ ロ ッ ク ハ ン ド ホ ー ル （寸法は 内法を 示す。底部とはハ ンドホー ル内側 底部を いう。）

・ コンクリート相互 間など は、エポ キシ系 樹脂 接着剤 により接 着する 。

・ ブロックの仕様は 国土交 通省仕様 に準ず るも のとす る。

・ 配管貫通部は、原 則とし て根巻き ｺﾝｸﾘｰﾄ（F =18N/m m以上）と し、差 し筋 D1 0タテヨコ @200で補強する。

・ 補強方法について は、あ らかじめ 監督員 にﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ製作図を提出して 承諾を 受けて施 工する。

・ ハンドホールにノ ックア ウト部分 を設け ては ならな い。

Ι

1

2

工 事 場 所

建 物 概 要

工 事 種 目3

工 事 概 要

Ⅱ 管理技術者等

Ⅲ 工 事 仕 様

共 通 仕 様1

(1) 図面及 び特記 仕様書に 記載さ れて ない事 項は、 国土交通 省大臣 官房官庁営 繕部の 「公共建 築工事標準

(2) 機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用

　　する。

機 材 等 本 工事に使 用する 設備 機材等 は、設 計図書に 規定するもの又は 、これ らと同等 なものと する。

た だし、こ れらと 同等 のもの とする 場合は、 監督職員の承諾を 受ける 。

下 表に示す 材料・ 機材 等（○ 印のも の）の製 造者等は次の 1)か ら 6)の すべての 事項を満 たす

も のとし、 この証 明と なる資 料また は外部機 関が発行する品質 及び性 能等が評 価された こと

を 示す書面 を提出 し監 督員の 承諾を 受ける。

機材の品質・性能証明

化学物質を発散 する

建 築 材 料 等

本 工事の建 物内部 に使 用する 建築材 料等は、 設計図書に規定す る所要 の品質及 び性能を 有する

も のとし、 次の（ １） から（ ５）を 満たすも のとする。

(1) 合板、 木質系 フロ ーリン グ、構 造用パネ ル、集成材、単板 積層材 、ＭＤＦ 、パーテ ィクル

　 　ボード 、その 他の 木質建 材、ユ リア樹脂 板、仕上げ塗材及 び壁紙 は、ホル ムアルデ ヒドを

　 　放散し ないか 、放 散が極 めて少 ないもの とする。

(2) 保温材 、緩衝 材、 断熱材 はホル ムアルデ ヒド及びスチレン を放散 しないか 、放散が 極めて

　 　少ない ものと する 。

(3) 接着剤 はフタ ル酸 ジ－ｎ －ブチ ル及びフ タル酸ジ－２－エ チルヘ キシルを 含有しな い難

　 　揮発性 の可塑 剤を 使用し 、ホル ムアルデ ヒド、トルエン、 キシレ ン、エチ ルベンゼ ンを

　 　放散し ないか 、放 散が極 めて少 ないもの とする。

(4) 塗料は ホルム アル デヒド 、トル エン、キ シレン、エチルベ ンゼン を放散し ないか、 放散が

　 　極めて 少ない もの とする 。

(5) 上記 (1 )、 (3)及び (4)の 建築材 料等を使用 して作ら れた家 具、書架 、実験 台、そ の他

　 　の什器 等は、 ホル ムアル デヒド を放散し ないか、放散が極 めて少 ないもの とする。

な お、ホル ムアル デヒ ドを放 散しな いものと は放散量が規制対 象外の ものを、 ホルムア ルデ

ヒ ドの放散 が極め て少 ないも のとは 放散量が 第三種のものをい い、原 則として 規制対象 外の

も のを使用 するも のと する。

た だし、該 当する 材料 等がな い場合 は、第三 種のものを使用す るもの とする。

ま た、「ホ ルムア ルデ ヒドの 放散量 」は、次 のとおりとする。

材 料 ・ 機 材 名 材 料 ・ 機 材 名

電 気錠

そ の他、 監督 員の指示に よるも の

2)　生 産施 設及び 品質の 管理が適 切に行 われ ている こと。

3)　安 定的 な供給 が可能 であるこ と。

4)　法 冷等 が定め る場合 は、その 許可・ 認可 ・認定 または免 許を取 得して いること 。

5)　製 造ま たは施 工の実 績があり 、その 信頼 性があ ること。

6)　販 売、 保守等 の営業 体制が整 えられ てい ること 。

ホルムアルデヒドの放散量 該　当 　す　る 　建　 築　材 　料

① JIS及び JA Sの F☆☆ ☆☆規 格品

②建築 基準法施 行令第 ２０条 の７第４項 による国 土交通 大臣認定品

③下記 表示のあ るJAS規 格品

ａ 非 ホルム アル デヒド 系接着 剤使用

ｂ 接 着剤等 不使 用

ｃ 非 ホルム アル デヒド 系接着 剤及びホ ルムア ルデヒドを 放散

　 さ せない 材料 使用

ｄ ホ ルムア ルデ ヒドを 放散さ せない塗 料等使 用

ｅ 非 ホルム アル デヒド 系接着 剤及びホ ルムア ルデヒドを 放散

　 さ せない 塗料 使用

ｆ 非 ホルム アル デヒド 系接着 剤及びホ ルムア ルデヒドを 放散

　 さ せない 塗料 等使用

① JIS及び JA Sの F☆☆ ☆規格 品

②建築 基準法施 行令第 ２０条 の５第３項 による国 土交通 大臣認定品

③旧JISのＥ ○規 格品

④旧JASのＦ ○○ 規格品

規制対 象外

第　三 　種

施 工 条 件 明 示 項 目

電 気 保 安 技 術 者 工 事現場の 電気工 作物 （電路 、自動 扉、自動 シャッター、電動 機等も 含む）の 保安業務

を 行うもの とする 。

電 気 工 事 士 契 約電力５ ００ｋ Ｗ以 上の電 気工作 物におい ても、第一種電気 工事士 により施 工を行う 。

実 施 工 程 表 及 び (1) 実施工 程表、 総合 施工計 画書は 、工事着 手に先立ち速やか に提出 する。

(3)特別管理 産業廃棄 物

施 工 計 画 書 (2) 工種別 の施工 計画 書は、 当該工 事に先立 ち速やかに提出し 、品質 計画に係 る部分は

　監督職 員の承 諾を 受ける こと。

使用材料発注先 調書 使 用材料名 、製造 者名 、発注 先、品 質性能証 明資料提出の省略 につい て記載し た調書を 作成し 、

監 督員の承 諾を受 ける 。

発 生 材 の 処 理 使 用材料名 、製造 業者 名、発 注先等 を記載し た調書を作成し提 出する 。

(2)引渡しを 要するも の以外 　　・ 構外搬出し 、関係法 令によ り適切に 処理を する。

・無　・有（PCB使用機器：関連法令により適切に処理し建物管理者に引き渡す。）

(4)再利用又 は再資源 化を図 るもの

監 督 員 事 務 所 ・ 設けない 　　・ 設け る（規 模：　 　　　　 　　　　　　　　 　　　 　　　　 　）

・無　　・有（・廃蛍光管　　・コンクリート・木材・アスファルト・金属くず・ダンボール類　）

・ 備品（　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　　 　　　　　　　　 　　　 　　　　 　）

(1)引渡しを 要するも の ・無　 　　・ 有　（　 　　　 　　 　　　 　　　　 　　　 　）

工 事 用 仮 設 物 す べて請負 者の負 担と する。

　 構内に作 ること が　 　・で きる　 　　・で きない

足 場 ・ さ ん 橋 類 ・ 別契約の 関係請 負者 が定置 したも のは、無 償で使用できる。

・ 本工事で 設置す る。

・ 内部仮設 足場等 （・ 架台足 場　・ 移動式足 場　・移動式室内 足場　 ・　　　 　　　）

・ 外部足場

　（　・A種［施工箇所面に枠組足場を設ける。］　・B種［施工箇所面に単管本足場を設ける。］

　　　・C種［仮設ゴンドラを使用する。］　　　　・D種［移動式足場を使用する。］　　　　　　）

工事用電力・水・その他 本 工事に必 要な工 事用 電力、 水等の 費用及び 官公署その他の関 係機関 への諸手 続等に

要 する費用 は請負 者の 負担と する。

工 事 写 真

し ゅ ん 工 時 提 出 物

再 使 用 機 器

耐 震 施 工

工事の 着手に先立 ち、撮 影計画の 作成を行い 、監督 職員へ 提出する こと。

標準仕 様書及び別 表によ る。

取外し 再使用機器 は、原 則として 清掃及び絶 縁抵抗 測定を 行った後 取り付 ける。

ただし 、絶縁劣化 等で使 用に耐え ない場合は 、監督 職員に 報告する 。

設備機 器の固定は 、「建 築設備耐 震設計・施 工指針 ２０１ ４年版　 ：監修 （独）建築

研究所 」による。 なお、 施工に際 し、耐震強 度計算 書を監 督員に提 出し承 諾を受ける

ものと する。

(1) 設 計用水平地 震力

　　機 器の重量［ ｋｇｆ ］に、設 計用標準水 平地震 度を乗 じたもの とする 。

　　な お、特記な き場合 、設計用 標準水平地 震度は 次によ る。

重 要機器 一 般機器 重要機 器 一般機 器
機器種 別設置場所

2.0 1.5機　　 　　　器

防振支 持の機器

水槽類 （※１）

機　　 　　　器

防振支 持の機器

水槽類 （※１）

2.0

2.0

1.5

1.5

1.5

2 .0

1 .5

1 .0

1 .5

1 .0

0 .61.0

1.0

1.5

1 .0

1 .0

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

0.6

0.4

0.6

0.6

機　　 　　　器

防振支 持の機器

水槽類 （※１）

屋 上及び塔 屋

上 層階、　 　

中 間 階

地下･１階

（※１） 水槽類 にはオ イルタン ク等を 含む。

　　２ ～６階建の 場合は 最上階、 ７～９階建 の場合 は上層 ２階、

　　１ ０～１２階 建の場 合は上層 ３階、１３ 階以上 の場合 は上層４ 階とす る。

　設計用標準水平地震度

(2) 設 計用鉛直地 震力

　　　設 計用水平地 震力の １／２と し、水平地 震力と 同時に 働くもの とする 。

　◎重 要機器の定 義は次 による。

　◎上 層階の定義 は次に よる。

　　・ 受変電設備 　　・ 発電設備 　　・直流 電源設 備　　 ・交流無 停電電 源装置

　　・ 交換機　　 ・自動 火災報知 受信機　　 ・中央 監視装 置　　・ 　

あ と 施 工 ア ン カ ー

確 認 試 験 は 、 ・ 性 能 確 認 試 験 (　 　 本 ） ・ 施 工 後 確 認 試 験 (　 　 本 )を 確 認 強 度 　 kNに て 行 う 。

防 火 区 画 等 の

　　 貫　通　処 　理

電 線 ・ ケ ー ブ ル

電線等 が、防火区 画又は 防火上主 要な間仕切 りを貫 通する 場合の施 工状況 について、

貫通個 所の両面か ら写真 撮影し、 工事写真と して提 出する 。

(1) EM -EEF は紫 外線による劣化を 抑止す る性能を 持たせ 、「 ﾀｲｼｶﾞ ｲｾﾝ EM -EEF」と

　　表 記されたも のを使 用する。

(2) EM -UTP は J IS X 5150「構内 情報配線シ ステム 」に準 じ、絶縁 材料及 びシースに

　　 JI S規 格によ るEMケーブルの耐 燃性ポ リエチレ ンを用 いた もの。

予 備 配 管 埋込分 電盤からの 立上り 予備配管 は、予備の 配線用 遮断器 ４個以下 の場合 は(25)を１ 本

５個以 上の場合は (25)を ２本、天 井まで立上 げる。

呼 び 線 長さ１ m以 上の入 線しない電線管に は、１ .２ mm以上 のビニ ル被覆鉄 線を挿 入する。

金属 製電線管の 塗装 下記の 露出配管は 塗装を 行う。

　　・ 屋　外　　 　・屋 　内（　 　　　　　 　　　 　　　 　　　　 　　　 　）

・A種［山砂の類：水締め、機器による締固め］

・C種［他現場の建設発生土の中の良質土：機器による締固め］

・D種［再生コンクリート砂：水締め、機器による締固め］

・B種［根切り土の中の良質土：機器による締固め］埋 め 戻 し 土

電 気 設 備 特 記 仕 様 書
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1

・特 定の施設 　 ・ 一般の施 設　

・ 公共建築 工事積 算基 準の解 説 (設 備工事編)の「執務並行改修 」

公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）第1編 第2章 第12節による。

(一社)公共建築協会による「建築材料・機材等品質性能評価事業」における評価対象となる電気設備機材

（ 参 考 図 書 ： 長 野 県 営 繕 工 事 の 手 引 き （ 以 下 、 「 手 引 き 」 と い う 。 ） （ 令 和 ３ 年 版 ） 長 野 県 建 設 部 施 設 課 監 修 ）

建 設 発 生 土 の 処 理 ・場外 搬出処理　 　　・ 構内の指 定場所に敷 き均し 　　　

ケ ー ブ ル 埋 設 票 (1) 地 中線路には 、ケー ブル埋設 票をもうけ る。　 ・鉄製 　　　・ コンク リート製

(2) 低 圧地中配線 にあっ ても地中 線埋設標識 シート を敷設 する。

(3) 配 管埋設幅が 750㎜を超える場 合は、 地中線埋 設標識 シー トは２ 条以上敷 設する 。

(1) 露 出するプル ボック スの本体 及びふたの 仕上げ は、メ ラミン焼 付塗装 とする。

(2) 露 出するプル ボック スのふた の止めねじ は化粧 ビスと する。

プ ル ボ ッ ク ス

フラ ッシュプレ ート 図面に 特記あるも の及び 特殊なも のを除き　 　　　 　・金 属製　　 　・樹 脂製

プレ ートの用途 表示 プルボ ックス、ジ ョイン トボック ス及び機器 を実装 しない プレート には、 用途を明示

した略 標をつける 。

配 線 器 具 タンブ ラスイッチ は連用 形とする 。

壁付け コ ンセ ント (2P1 5A)は 原則 とし て連用 形 とす る 。 ただ し 、 ２口の 場 合は 複 式 を

使用し て良い。ま た (2P15A)以外は すべて キャップ 付とす る。

機 器 へ の 接 続 本工事 の動力制御 盤より 別途電動 機等への配 線の接 続は本 工事とす る。

照 度 測 定 ・　測 定場所：　 ・　各 室（測定 箇所数　　 箇所） 　・　 廊下　　 ・　階 段

　　用 　　途：　 ・　非 常用照明 　　・　一 般照明

・　学 校施設にお ける室 内照度測 定（測定教 室：　 　個所 、　測定 黒板面 ：　　個所 ）

※ 教室の照 度は、 １教室当た り机上面 9か所、 黒板垂 直面9か所 で測定 する

盤 類 (1) 分 電盤等の図 面ホル ダーに、 単線結線図 ・絶縁 抵抗測 定表・接 地抵抗 測定表を

　　収 納する。

(2) 端 子盤には、 線番表 ・結線表 を備え付け る。

グリ ーン購入の 推進 長野県 グリーン購 入推進 方針に基 づく調達項 目

＜資材 ＞　・照明 制御シ ステム　 　・変圧器 　　・ （　　 　　　　 　　　 　　　　　 ）

＜建設 機器＞　・ 排出ガ ス対策型 建設機器　 ・低騒 音型建 設機器

工事区 分表（令和 　年版 ）による 。ただしこ れによ り難い 場合は監 督職員 と協議する 。他 工 事 又 は 他 工 種

　 　 と の 取 り 合 い

その 他及び電子 納品 保険等 の各種措置 及び電 子納品に ついては、 別添「 特記仕 様書(共通 事項)」による。

（長野 県公式ホ ームペ ージ (電子 入札シ ステム )に掲載さ れる、当 該入札 公告の添付図書）

その 他 ・　施 工制約条件

・　

・　
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配管下部は50㎜以上、上部は100㎜以上、砂を用いて締固めること。

改訂：R03.5.14

1

1

改修

改修ＲＣ

Ｃ Ｂ １ 改修

農業 棟 林業棟 電気 室

管 理技術 者設計事務 所名

構造担当

積 算担当

電 気設備担 当

機 械設備担 当

主任担当技 術者

意匠担当

（株）林魏 建築設 計事務所

（株）林魏 建築設 計事務所 　氏名 　天野　勝 也

赤 羽　吉人

（株）林魏 建築設 計事務所 　氏名 　赤羽　吉 人

（有 ） タ ケウチで んきシステム

（株） 鈴木設計 事務所 鈴 木　 達志

竹内　 茂

下E－０１R4下 高 井 農 林 高 校 空 調 設 備 工 事 　 電 気 設 備 工 事

下 高 井 農 林 高 校 空 調 設 備 工 事 　 電 気 設 備 工 事

長野県下高井郡木島平村

農 業 棟

林 業 棟

電 気 室

10 25

　　仕 様書 (電 気設備工 事編)(令 和3年版 )」 (以 下、「標 準仕様書」という 。 )、 「公 共建築 改修工 事標準

　　仕様書 (電気 設備工事編 )(令和 3年 版 )」 (以下、 「改修標 準仕様 書」という 。 )及 び「公共建 築設備工

　　事標準 図 (電 気設備工事 編 )(令 和 3年版)」(以下 、「標準 図」と いう。 )に よる。

長野県教育委員会
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※現場事務所の位置は想定の為、

　現場乗入前に学校や監督員に確認を行うこと。
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TAKASHI HAYASHI ARCHITECT & ASSOCIATES INC.

一級建築士事務所（長野)Ｅ第0Y152号・一級建築士登録第100834号　赤羽　吉人
実施設計

案内図　配置図1/500(A1)
1/1000(A3)

下E-02
下高井農林高等学校　空調設備工事

2022.10.25

アスベスト処理特記仕様書

アスベスト含有建材の処理については以下による。なお、記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部

工事の着手、施工、完成にあたり、特定粉じん排出等作業実施届出書（大気汚染防止法）、建設工事計画届（労働

安全衛生法）、その他関係法令等により必要とされる手続き等を、関係機関に対して遅滞なく行うこと。

除去対象範囲　アスベスト含有仕上塗材の使用された外壁面で、

　　　　　　　壁貫通又はアンカー打設に必要な部分（コア抜き直径100mm程度、アンカー打直径50mm以下）

除去工法　　　集じん装置付きディスクグラインダーケレン工法

　　　　　　　その他（工事場所を所管する労働基準監督署の指導する工法）　

　　　　　　　密封処理（使用した保護衣等含む）

・アスベスト含有せっこうボードの除去（レベル3）.

・アスベスト含有仕上塗材の除去.

　　　　　　　集じん装置併用手工具ケレン工法

　　　　　　　剥離剤併用手工具ケレン工法

除去したアスベスト含有仕上塗材等の飛散防止

除去したアスベスト含有仕上塗材等の処分

　　　　　　　埋立処分（管理型最終処分）

除去対象範囲　図示

作業場の隔離　行う

除去したアスベスト含有せっこうボードの処分

　　　　　　　埋立処分（管理型最終処分）

監修「建築物解体工事共通仕様書（平成24年版）」「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版」公共建築

改修工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版」による。

　　　　　　　(施工場所は平面図参照）

※　下高井農林高校　：農業棟　の外壁塗材にアスベスト含有

長野県教育委員会

金属管はZGP管を使用

※コア抜きを行う場合

既存配管（熱感知器等）を断線しない対策を行う。

・X線探査・バイパス線・弱電業者の立会等

電気設備工事

架空配線

架空配線

以降　平面図参照

電気室内

外壁立ち下げ、柱立上り露出配管

Ｐ－ＱＢ

盤立上り露出配管（以降電気室内既存ラック配線）

外壁貫通

※事務室に仮設分電盤（主幹50A/分岐20A×6）設置

停電時に以下の機器へ電源供給を行う。

・冷蔵庫

・機械警備

・自火報受信器

・電話交換機

・その他学校要望

以降　平面図参照

S

室外機

3φ200V

EHP

6.96kw

室外機

3φ200V

EHP

6.96kw

架空配線

ＥＭ-ＣＥＴ２２ｓｑ　ＥＭ-ＩＥ８ｓｑ　Ｇ（５４）　

ＥＭ-ＣＥＴ２２ｓｑ　ＥＭ-ＩＥ８ｓｑ　Ｇ（５４）　

既設屋内キュービクル

　　１．本工事は、空調設備設置（ＥＨＰ方式）に伴う電気設備の改修を行う。

○工事概要

　　３. 受変電設備改修の際の停電時間は最小限にする。

　　２．施工にあたっては、施設管理者と十分に打ち合わせをすること。

　　４. 停電工事の際は事前に学校側と実施スケジュールの打ち合わせを行い、

　　　　停電・復電時の対応について協議する。

［電気設備凡例］

Ｓ

露出配管配線　（渡り廊下天井・建物外壁・階段室）

天井内いんぺいケーブル配線　（各棟廊下）

プルボックス

空調動力盤

室外機手元開閉器

地中埋設配管配線

ＤＶ２２ｓｑ－３Ｒ

ＤＶ２２ｓｑ－３Ｒ

キュービクル改造:1日(予備日1日)計2日
停電工事内容(土、日､祝日)

架空配線

101

102

ＤＶ２２ｓｑ－３Ｒ

ＤＶ２２ｓｑ－３Ｒ

※外壁リシン吹付材にアスベスト含有

※内装天井材は施工前に調査し確認する事

※アスベスト含有無し

S

ＥＭ-ＣＥＴ２２ｓｑ　ＥＭ-ＩＥ８ｓｑ　Ｇ（５４）　

ＥＭ-ＣＥＴ２２ｓｑ　ＥＭ-ＩＥ８ｓｑ　Ｇ（５４）　

7. 72 0ｍ
3 3.5 49ｍ

94 .06 4ｍ

12 .23 1ｍ

3 3.7 90ｍ

1 3. 014ｍ



Ａ 電　源　供　給 Ｂ 電　源　供　給 （電流計付） 直入手元Ｃ Ｄ スターデルタ手元

Ｅ Ｐ－Ｍ起動手元 Ｆ 直入遠方手元 Ｇ スターデルタ遠方手元

直入自動試験（外部信号）

直入自動試験（内部信号）１

Ｈ

Ｈ

２

Ｉ １

２Ｉ スターデルタ自働試験（外部信号）

スターデルタ自働試験（内部信号）

Ｊ ２

１Ｊ

Ｐ－Ｍ起動自動試験（外部信号）

Ｐ－Ｍ起動自動試験（内部信号）

Ｋ

Ｋ １

２ 直入連動．単独（外部信号）

直入連動．単独（内部信号）

Ｌ

Ｌ １

２ スターデルタ連動．単独（外部信号）

スターデルタ連動．単独（内部信号）

Ｍ

Ｍ ２

１

直入自動交互追掛

直入自動交互

Ｎ

Ｎ

２

１

スターデルタ自動交互追掛

スターデルタ自動交互 Ｏ Ｐ－Ｍ起動自動交互 Ｐ インバーター起動（外部信号）

ノイズフィルター付

給水 給水（排水） 排水 警報用 起動用排水 Ｖ ７ 給油 Ｖ ８ 給油 Ｖ返油 ９

遠方発停フロートスイッチフロートスイッチ火報受信器フロートスイッチ電極 フロートスイッチ電極 フロートスイッチ電極 フロートスイッチ電極 水銀フロートスイッチ

BZ

WLR
61F-G4 61F-G3

WLR

LF4警報LF5警報LF5

LF4

BZ BZ

WLR
61F-I

BZ

WLR
61F-I 起動リレー

（火報受信器）

BZ

SL-41
ｽﾍﾟｰｽ

BZ

ｽﾍﾟｰｽ

F

TXCX

警報LF3 警報F3

SL-31

警報 警報F

61F-G3
WLR

警報

H

H

0

R

G G

R

0

RR

R

R R

R

G

R

0

R R

G

R

0

R

G

R

0

R

R

G

R

0

R

R

G

R

0

R

ＭＣＢ（ＥＬＢ）ＭＣＢ（ＥＬＢ） ＭＣＢ（ＥＬＢ）

AA

Ｍ

ＭＣＢ（ＥＬＢ）

ＭＭＭ

ＭＣＢ（ＥＬＢ）

A

Ｍ

ＭＣＢ（ＥＬＢ）

ＭＭ

A

ＭＣＢ（ＥＬＢ） ＭＣＢ（ＥＬＢ）

ATS

（内部信号）

（外部信号）ATS
Ｍ

Ｍ

A

ＭＣＢ（ＥＬＢ）

連動接点

（内部信号）

連動接点

（外部信号）（外部信号）

連動接点

Ｍ

（内部信号）

連動接点

A

ＭＣＢ（ＥＬＢ）ＭＣＢ（ＥＬＢ）

A

Ｍ

（外部信号）ATS

（内部信号）

ATS

（内部信号）

ATS

ATS （外部信号）

Ｍ

A

ＭＣＢ（ＥＬＢ）

Ｍ

A

ＭＣＢ（ＥＬＢ） ＭＣＢ（ＥＬＢ）

A

ALR

ATS

（内部信号）

Ｍ

A

ＭＣＢ（ＥＬＢ）

Ｍ

（内部信号）

ATS

ALR

ＭＣＢ（ＥＬＢ）

A
A

ＭＣＢ（ＥＬＢ） ＭＣＢ（ＥＬＢ）

（内部信号）

ATS

ALR

ＭＭ Ｍ

A

CKS

INV

A

Ｍ
（外部信号）

ＭＣＢ（ＥＬＢ）

DT

R

注

４）　中央監視制御対称機器は、故障、動作表示の各々Ａ接点ｘ１を取付とする。

及び操作対称機器は起動用リレー２４Ｖ取付とする。

３）　ＥＬＢはトリップ警報端子付、ＭＣはサーマルトリップ警報付。

電動機の定格電流に適合したものを選定のこと。

２）　電動機保護用遮断器（ＭＭＣＢ）電動機保護用漏電遮断器（ＭＥＬＢ）は，

１）　電流計は赤指針付とし定格電流が３０Ａを超えるものはＣＴ付とする。記　　号 名　　称

ＭＣＢ

ＥＬＢ

ＭＭＣＢ

ＭＥＬＢ

配線用遮断器

配線用漏電遮断器

電動機保護用遮断器

電動機保護用漏電遮断器

Ａ

Ｇ

Ｒ

Ｏ

表　示　灯　緑（停止中）

電　流　計

電　磁　接　触　器

表　示　灯　黄（故　　障）

表　示　灯　赤（運転中）

押　釦　ス　イ　ツ　チ

切　替　ス　イ　ツ　チ

ＬＦ フロートレススイッチ電極

Ｆ

R

WLR

INV

ATS

Ｈ

Ｌ

42

水銀フロートスイツチ用リレー

インバーター制御装置

フロートスイッチ

計器用変流器

スターデルタタイマー

液面リレー

自働交互リレー

自働スイツチ

満水．満油用表示灯

減水．減油用表示灯

マグネットスイッチ

サーマルリレー

凡例
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R
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3φ3W 210V
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幹線系統盤名称

(KW)

容　量機　器

番　号

名　　　称
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防水型

1

露出型
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防水型

1
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3PMCB
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異
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遠方へ操作及び表示

ブレーカー仕様及容量

ロック

方　式

ELBMCB

インター

3 200 Ａ

3 200 Ａ

3 200 Ａ

3 200 Ａ

備　　　　考定格冷房

容　量

消費電力

容　量

消費電力

(KW) (KW)

受変電設備

側面取付

Ｐ-１

定格暖房

EHP-1室外機①

EHP-2室外機①

Ｐ-２

(KW)

消費電力

暖房低温

Ｐ-１ﾍ

Ｐ-２ﾍ
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コア抜き箇所数 区画貫通処理　箇所数記　号

１ 　５０φ＊２８０ｍｍ

２ １　８８φ＊２３０ｍｍ

１　８８φ＊１５０ｍｍ３

Ｊ

記　号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

電線・配管サイズ

電線／配管

ＥＭ-ＣＥ5.5ｓｑ-3ｃ，ＥＭ-ＩＥ2.0／Ｇ-28

ＥＭ-ＣＥ5.5ｓｑ-3ｃ，ＥＭ-ＩＥ2.0／Ｇ-28・＃30

ＥＭ-ＣＥＴ8ｓｑ，ＥＭ-ＩＥ2.0／Ｇ-36

ＥＭ-ＣＥＴ8ｓｑ，ＥＭ-ＩＥ2.0／Ｇ-36・＃38

ＥＭ-ＥＥＦ2.0-3ｃ（天井内）

ＥＭ-ＣＥＴ38ｓｑ，ＥＭ-ＩＥ5.5／Ｇ-42・＃50

ＥＭ-ＣＥＴ60ｓｑ，ＥＭ-ＩＥ5.5／Ｇ-54・＃50

ＥＭ-ＣＥＴ22ｓｑ，ＥＭ-ＩＥ5.5／Ｇ-36・＃38

ＰＢ-２

ＰＢ-１

ＰＢ-３

ＰＢ-４

記　号

プルボックス　サイズ

サイズ

ＳＳ１５０Ｘ１５０Ｘ１５０　ＷＰ（ＳＵＳ）

ＳＳ２００Ｘ２００Ｘ２００　ＷＰ（ＳＵＳ）

ＳＳ３００Ｘ３００Ｘ３００　ＷＰ（ＳＵＳ）

ＳＳ４００Ｘ４００Ｘ３００　ＷＰ（ＳＵＳ）

凡　例

記　号 名　　称 備　考

動力分電盤

手元開閉器盤Ｓ

プルボックス WP:防水形

Ａ 動力分岐回路 盤結線図参照

O･BOX(102×102×44)

立上げ部配線保護管

壁貫通部配線保護管

防火区画貫通処理箇所

既設分電盤

ジョイントボックス

ＲＣ壁コアドリル穴明け 簡易鉄筋探査共

天井点検口４５０□ 建築工事

傍記：開閉器サイズを示す。

隠ぺい配管配線

１.特記なき配管配線は下記による。

注　記

天井コロガシ配線

露出配管配線

２.動力機器接続には金属製可とう電線管(ビニル被覆付)を用いる。

３.室外機～室内機の渡り配線及びリモコン用配線は空調（機械設備）工事とする。

４.・電線管支持材は高耐食性めっき鋼板仕様とする。

ＥＭ-ＣＥＴ150ｓｑ，ＥＭ-ＩＥ22ｓｑ／Ｇ-70　

ＥＭ-ＣＥＴ150ｓｑ，ＥＭ-ＩＥ22ｓｑ／Ｇ-70　＃76

ＥＭ-ＣＥＴ1００ｓｑ，ＥＭ-ＩＥ22ｓｑ（天井内）

メタルモールコーナーボックス

ＥＭ-ＣＥＴ22ｓｑ，ＥＭ-ＩＥ5.5／Ｇ-42

ＥＭ-ＣＥＴ22ｓｑ，ＥＭ-ＩＥ5.5／Ｇ-42・＃50

金属管はZGP管を使用

金属管はZGP管を使用

※外壁吹付材にｱｽﾍﾞｽﾄ含有
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TAKASHI HAYASHI ARCHITECT & ASSOCIATES INC.

長野県教育委員会
実施設計

1/100(A1)
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林業棟　平面図

一級建築士事務所（長野)Ｆ第0Y152号・一級建築士登録第100834号　赤羽　吉人

下高井農林高等学校　空調設備工事 電気設備工事

下E-06
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S

以降配置図参照

E

PB-2

コア抜き箇所数 区画貫通処理　箇所数記　号

１ 　５０φ＊２８０ｍｍ

２ １　８８φ＊２３０ｍｍ

１　８８φ＊１５０ｍｍ３

Ｊ

記　号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

電線・配管サイズ

電線／配管

ＥＭ-ＣＥ5.5ｓｑ-3ｃ，ＥＭ-ＩＥ2.0／Ｇ-28

ＥＭ-ＣＥ5.5ｓｑ-3ｃ，ＥＭ-ＩＥ2.0／Ｇ-28・＃30

ＥＭ-ＣＥＴ8ｓｑ，ＥＭ-ＩＥ2.0／Ｇ-36

ＥＭ-ＣＥＴ8ｓｑ，ＥＭ-ＩＥ2.0／Ｇ-36・＃38

ＥＭ-ＥＥＦ2.0-3ｃ（天井内）

ＥＭ-ＣＥＴ38ｓｑ，ＥＭ-ＩＥ5.5／Ｇ-42・＃50

ＥＭ-ＣＥＴ60ｓｑ，ＥＭ-ＩＥ5.5／Ｇ-54・＃50

ＥＭ-ＣＥＴ22ｓｑ，ＥＭ-ＩＥ5.5／Ｇ-36・＃38

ＰＢ-２

ＰＢ-１

ＰＢ-３

ＰＢ-４

記　号

プルボックス　サイズ

サイズ

ＳＳ１５０Ｘ１５０Ｘ１５０　ＷＰ（ＳＵＳ）

ＳＳ２００Ｘ２００Ｘ２００　ＷＰ（ＳＵＳ）

ＳＳ３００Ｘ３００Ｘ３００　ＷＰ（ＳＵＳ）

ＳＳ４００Ｘ４００Ｘ３００　ＷＰ（ＳＵＳ）

凡　例

記　号 名　　称 備　考

動力分電盤

手元開閉器盤Ｓ

プルボックス WP:防水形

Ａ 動力分岐回路 盤結線図参照

O･BOX(102×102×44)

立上げ部配線保護管

壁貫通部配線保護管

防火区画貫通処理箇所

既設分電盤

ジョイントボックス

ＲＣ壁コアドリル穴明け 簡易鉄筋探査共

天井点検口４５０□ 建築工事

傍記：開閉器サイズを示す。

隠ぺい配管配線

１.特記なき配管配線は下記による。

注　記

天井コロガシ配線

露出配管配線

２.動力機器接続には金属製可とう電線管(ビニル被覆付)を用いる。

３.室外機～室内機の渡り配線及びリモコン用配線は空調（機械設備）工事とする。

４.・電線管支持材は高耐食性めっき鋼板仕様とする。

ＥＭ-ＣＥＴ150ｓｑ，ＥＭ-ＩＥ22ｓｑ／Ｇ-70　

ＥＭ-ＣＥＴ150ｓｑ，ＥＭ-ＩＥ22ｓｑ／Ｇ-70　＃76

ＥＭ-ＣＥＴ1００ｓｑ，ＥＭ-ＩＥ22ｓｑ（天井内）

メタルモールコーナーボックス

ＥＭ-ＣＥＴ22ｓｑ，ＥＭ-ＩＥ5.5／Ｇ-42・＃50

ＥＭ-ＣＥＴ22ｓｑ，ＥＭ-ＩＥ5.5／Ｇ-42

金属管はZGP管を使用

P B-2F
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特記仕様書・1

11

　Ⅲ. 　建築改修工事仕様

　　１．共通仕様

　　　（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、○を付け

　　　　　　たものを適用する。

　　　　　・　工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　　　　・　建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編） 　 建設省建設経済局建設業課･住宅局建築指導課監修

　　　　　・　長野県建設リサイクル推進指針

　設計事務所名

　主任担当技術者

　意匠担当

　担当技術者

　管理技術者

　　　（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの工事特記仕様書を

(１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に

　　 、次の①から④を満たすものとする。

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、 パーティク

　　 ルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

(２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは

次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料

を指す。

①建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデ

ヒド発散建築材料以外の材料

②建築基準法施行令第20 条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

④建築基準法施行令第20 条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

(３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

する。

　 ①品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

③安定的な供給が可能であること。

④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

(５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料

　　自動扉機構、自閉式上吊り引戸機構、防水剤、現場発泡断熱材、フリーアクセスフロア、

　　移動間仕切、トイレブース、煙突用成形ライニング材、天井点検口、床点検口、グレーチン

　　グ、屋上緑化システム、エポキシ樹脂、ポリマーセメントモルタル、

　　床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、ルーフドレン、吸水調整材、

　　重量シャッター、軽量シャッター、オーバーヘッドドア、可動間仕切、トップライト、

　　鋳鉄製ふた

（1.2.2）

　　　（３）本特記仕様書の表記

　　　　　２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

　　　　　　・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。（・印のみの場合は適用しない。）

　　　　　　・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

　　　　　３）特記事項に記載の [ ] 内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　　　４）特記事項に記載の ( ) 内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　　　５） Ｇ 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（グリーン購入法）の特定調達品目を示す。

　　　　　１）項目は、番号に ○ 印の付いたものを適用する。

　　　　（　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ　）
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一
般
共
通
事
項

章 特　　記　　事　　項

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

　・風圧力

　　風速（Vo=　　 m/s）

　　　地表面粗度区分

　・積雪荷重 　　

　　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　）

　・

(1.3.3)

項　　目

電気保安技術者

適用区分

2

1

※適用する　　　　・適用しない

条件明示項目3

発生材の処理等4 ※別紙解体工事仕様書による　　・構外搬出適正処理

　また、収集･運搬･中間処理･最終処分等の処理について予め監督職員と協議すること。

　・引渡しを要するもの

　・再生資源の利用を図るもの

(1.3.5)

(1.3.12)

環境への配慮

材料の品質等

5

6

[1.4.1]

[1.4.2]

　　 塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少な

　　 い材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使

　　 用する。

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使

　 用する。

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を

含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したも

のとする。

(４）本工事に使用する材料のうち、（５）に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥すべ

　　ての事項を満たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が

　　評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者名等が記

　　載されているものは、証明となる資料等の提出を省略することができる。

特別な材料の工法

施工数量調査

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　※図示　　　・　

調査範囲及び調査方法　　　※図示

工法とする。

改修標仕及び、標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する

(1.5.3)

(1.5.2)

7

8

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。設備工事との取合い9

　　無収縮グラウト材、乾式保護材、既製調合モルタル、既製調合目地材、錠前類、クローザ類、

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

(1.6.2)技 能 士

　・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　　・ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水工事作業

　・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

　・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　　・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

　・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業　　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

　・FRP防水工事作業　　 　・左官作業 　・内外装板金作業

　・左官作業　　・ﾀｲﾙ張り作業　　・建築塗装作業

　・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ工事作業　　・ｶﾞﾗｽ工事作業　　・自動ﾄﾞｱ施工作業

　・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　　・ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上げ工事作業

　・ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ工事作業　　・鋼製下地工事作業

　・壁装作業　　・大工工事作業　　・ﾀｲﾙ張り作業

　・建築塗装作業

　・鉄骨組立作業　　・型枠施工作業　　・とび作業

　・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

　・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業

　・石張り作業

　・造園工事作業

技能検定作業

　防水改修工事

　外壁改修工事

　建具改修工事

　内装改修工事

　塗装改修工事

　耐震改修工事

　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ工事

　石工事

　植栽工事

適用工事種目

※ 適用する（一級技能士を採用している現場である旨の表示をすること。）

・適用しない
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(１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性

(２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を

　　 使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

能を有するものとする。

室内空気中の

化学物質の濃度測定 測定方法　　　※ﾊﾟｯｼﾌﾞ法（拡散法）　　　・ｱｸﾃｨﾌﾞ法（吸引法）

[1.6.9]

検査機関　　　※環境計量証明事業の知事登録がある者で、監督員が承諾した者

測定物質

　※ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ　　※ﾄﾙｴﾝ　　※ｷｼﾚﾝ　　※ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ　　※ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ　　※ｽﾁﾚﾝ

測定個所(室)　　計　　　　個所　

　　※試料採取に当たっては、監督員又は監督員が指定する者が立ち会いの下に行う。

--

化学物質の室内汚染濃度指針値

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

0.08ppm

ﾄﾙｴﾝ

0.07ppm

備　考ｷｼﾚﾝ

0.20ppm

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ

0.88ppm 0.04ppm

ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ ｽﾁﾚﾝ

0.05ppm

埋設配管・配線および

鉄筋調査

あと施工アンカー工事

　　８章<あと施工アンカー>による
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　Ⅱ　管理技術者等

　　５．指定部分　 ・有　・無　　対象部分（　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　指定部分工期　　　年　　月　　日

　　６．工事範囲

　　　※「3．工事種目」すべてを工事範囲とする。

　　　・「3．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。

　　　　 ただし、他の工事種目は全て、今回工事範囲とする。

工事種目

工事項目

　2　仮設工事

建築主体工事 電気設備工事 機械設備工事

（別紙による） （別紙による）

特 記 仕 様 書

　Ⅰ. 　工事概要

　　１．工事場所

　　２．敷地面積

　　３．工事種目

　　４．工事内容

建　物　別 種　別 構　造 階　数 梁間(ｍ) 延面積(㎡)建築面積(㎡)桁行(ｍ)

１.

２.

３.

４.

５.

・

・

・

・ ・

コア抜き、はつり工事等

　　※ 既存資料調査

　　・ 探査機（電磁波レーダー法又は電磁波誘導法）による探査

　　・ 放射線透過試験

　　　 配管・配線等の位置の墨出を行う

　　　 範囲　※　図示　・

　　　 労働安全衛生法、「電離放射線障害防止規制」（昭和47年労働省令第41号）等に定める

　 　　ところによるほか、次による。

　　　（1）作業主任者は、エックス線作業主任者の資格を有するものとし、資格を証明する資

　　　　　料を監督職員に提出する。

　　　（2）放射線照射量は最小限のものとし、照射中は人体に影響のない程度まで照射器より

　　　　　 離れる。また、作業者以外の立入禁止措置を講ずる。

　　　（3）露出時間は、コンクリートの厚さ等により、適宜調整する。

　　　（4）付近にフィルム、磁気ディスク等放射線の影響を受けるものの有無を確認する。

　　　（5）躯体の墨出しは、表裏でズレがないように措置を講ずる。

(1.8.1～1.8.3)(表1.8.1)完成図等

　　　　　　　　　　　　　作図方法（※CADで作成し出力　　・　　　　　 　 　　）　

　　作成方法　　※原図　　用紙　　（※ﾄﾚｰｼﾝｸﾞﾍﾟｰﾊﾟｰA1　　・　　　　　　　　　）

※作成する

　※完成図（※設計図書で示したもの全て　　・標仕表1.7.1による　・監督員の指示による）
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２

仮
設
工
事

　※保全に関する資料（2部）

　　　　　　　　※CADデータ（※CD-R（2部)　　・　　　　　）

　　　　　　　　※製本（原図の青焼き、見開きA1版（1部））

※工事に支障となる範囲

[2.3.1]2 既存部分の養生

１）養生の方法等

・既存部分　　　　　　養生の方法（ ※ ビニルシート、合板等　・合板+防炎シート　　）

・既存家具、既存設備等　　養生の方法　（ ※ ビニルシート等　　　　・　　）

・既存ブラインド、カーテン等　養生の方法　（・ビニルシート等　・　　） 　　

・備品、机、ロッカー等の移動　（・図示　・　　）

保管場所　　（・図示　・　　）

２）既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与え

た場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

1 足場その他 [2.2.1]

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置き方

式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

・ 外部足場　　・ 設置する 　・ 設置しない

・ 防護シート　・ 設置する 　・ 設置しない

材料、撤去材等の運搬方法

　　　　種別 ( ・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種 ・Ｅ種 )

　　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター　（　　　　　　　） 　　　

　　　　Ｄ種：利用可能な階段　　　　　（　　　　　　　）

[表 2.2.1]

完成写真 下記のものを監督職員に提出する。原版は撮影業者の保管とする。

分　類・規　格 撮　影　箇　所　数 部　数 写真のサイズ（㎜）

※350dpi以上

※428万画素以上

　 24×36以上

※ 半切　　・ 全紙

※ ｷｬﾋﾞﾈ版 ・ｻｰﾋﾞｽ版外部（　　）内部（　　）

外部（　　）内部（　　）

外部（　　）内部（　　）

外部（　　）内部（　　）

・ ・

・ ・

・ ・

・ パネル（木製枠）

・ カラースライド

※ 電子データ

※ 2　・　

※ 2　・　

※ 1　・　

※ 2　・　

・ カラー写真

　　電子データは、ﾌｨﾙﾑｽｷｬﾝのうえRGB各8ﾋﾞｯﾄ（ﾌﾙｶﾗｰ）、JPEG形式最高画質（100%画質）とし、

　　CD-Rにて提出とする。

　撮影業者　　　※ 建築完成写真撮影の実績のある業者で監督職員の承諾する撮影業者
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材　質 仕上げ 塗　装 充填材

　※ 木製

　・

　※ 合板張り程度

　・

　・ 無し

　・ 片面

　※有り

　・無し

３）仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

充填材　※グラスウール 32k　（厚：50mm以上）

　・　無し

　[2.3.2][表 2.3.1]

１）仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　・図示　・既存防火扉利用

２）仮設間仕切りの種別と材質等

種　別 下　地 仕上げ（厚さmm） 塗　装 充填材

・ B 種

・ A 種

※ C 種

　・ 木

　・ 軽量鉄骨

　単管 　防炎シート

　・ せっこうボード（9.5mm）

　・ 合板（9.0mm）

　・ 無し

　・ 片面

　※　有り

充填材　※グラスウール 32k　（厚：50mm以上）

仮設間仕切り3

4 監督員事務所 [2.4.1]

　　規模　※ 10㎡程度　　・ 20㎡程度　　・（　　）㎡程度

※ 設ける　・ 設けない

工事用水

工事用電力

構内既存の施設　　・ 利用できる（ ※ 有償　　・無償　）　※ 利用できない

構内既存の施設　　・ 利用できる（ ※ 有償　　・無償　）　※ 利用できない

5

6

・ 内部足場　 ・ 設置する（ ※ 脚立、足場板等 　・枠組　 　　　） ・ 設置しない

TAKASHI HAYASHI ARCHITECT & ASSOCIATES INC.

株 式 会 社　林 魏 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士事務所（長野)Ｆ第5Y152号・一級建築士登録第100834号　赤羽　吉人

図面番号

DRAWING NO.

㈱林魏建築設計事務所 赤羽　吉人

㈱林魏建築設計事務所　　　　氏名　天野　勝也 ㈱林魏建築設計事務所　　　　氏名　天野　勝也
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　改修
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[6.1.3]

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

※ 壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・ 図示

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

※ 壁面より両側 600mm 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・ 図示

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

※ 既存のまま　・ 図示

[6.2.2]

ビニル床シート等の除去　　　※ 仕上げ材のみ（接着剤とも）

・ 下地モルタルとも（・ 図示の範囲　・除去範囲全て）

合成樹脂塗床材の除去工法　・ 機械的除去工法　・ 目荒し工法　

コンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及びエポキシ樹脂

モルタルは、4章外壁改修工事による。

改修後の床の清掃範囲　※ 改修箇所の室内　・

[6.3.2]

1

2

下地補修

既存床の撤去及び

改修範囲

※改修標準仕様書4.4.9によるモルタル塗り

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

（塗り厚25mmを超える場合の補修　・行う　・行わない）

3 既存壁の撤去及び

下地補修

・図示

野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　・　図示　・　既設に倣う

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対に対応した工法 　

工法

　屋外（※ 25 形　・ 19 形）　屋内（※ 19 形　・ 25 形）

野縁等の種類

・屋外の軒天井、ピロティ天井等

周辺部の端からの間隔　・　図示　・　既設に倣う

野縁の間隔　・　図示　・　既設に倣う

既存の埋込みインサート　・使用する　・使用しない

あと施工アンカーの引抜き試験　・行う（屋外の試験荷重：　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合

補強方法　※図示　・

[6.6.2～4]

・天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合

補強方法　※改修標準仕様書6.6.4(h)(1)(2)による　・

11 軽量鉄骨天井下地

・天井のふところが3.0mを超える場合

　補強方法　※図示　・

・天井下地材における耐震性を考慮した補強

　補強箇所　※図示　・ 　

　補強方法　※図示　・

[6.7.3] [表6.7.1]

スタッド、ランナーの種類　

　※改修標準仕様書 6.7.1 によるスタッドの高さによる区分に応じた種類　 ・

スタッドの高さが5mを超える場合　※図示　・

軽量鉄骨壁下地

[6.13.2、3]

JIS

記号
種　　類 厚さ(mm)、規格等

・けい酸カルシウム板

・硬質木毛セメント板 Ｇ

・中質木毛セメント板 Ｇ

・普通木毛セメント板 Ｇ

・硬質木片セメント板 Ｇ

・普通木片セメント板 Ｇ

HW

MW

NW

HF

NF

1.0FK

0.8FK

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・

・ 12　 ・ 15　 ・ 18　 ・ 21　 ・

タイプ 2（無石綿）・ 6 　・ 8

DR ・ フラットタイプ

・ 30 　・

・ 凹凸タイプ

（・ 12(不燃) ・ 15(不燃) ・19(不燃)・　　）

（・ 9(不燃)　・ 12(不燃)　 ・　 　　　　　 ）

・ロックウール化粧吸音板

・ロックウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号 RW-B ・ 25　　・

・グラスウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ号32K

・せっこうボード

・不燃積層せっこうボード

GW-B

GB-R

GB-NC

・ 25(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包）　　・

・シージングせっこうボード

・強化せっこうボード

・せっこうラスボード

・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・化粧せっこうボード（木目）

（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

GB-S

GB-F

GB-L

GB-D

　12.5 （※ 不燃　・ 準不燃）

・ 12.5(不燃)　・ 15(不燃)　・ 9.5(準不燃)

・ 9.5 (不燃)　・ 化粧無（下地張り用）

　　　　　 　　 ・ 化粧有（トラバーチン模様）

・ 12.5(不燃)　・ 15(不燃）

　9.5

　12.5 （不燃）幅 440mm 程度

　模様（・ 柾目　・ 板目） 専用下地材有り

　9.5(準不燃）GB-D

・普通合板 Ｇ

　　（※ラワン程度　・　　　 　　）

　　（※しな程度 ・　 　　　　）

　　不透明塗料塗り

　　生地、透明塗料塗り

　板面の品質（　　　）

　接着の程度（・1類　・2類 ）

　厚さ(mm)（　　　）

　・防虫処理

・天然木化粧合板 Ｇ

・特殊加工化粧合板 Ｇ

　表面の樹種

　化粧板の樹種名（　　　　　　　　　）

　厚さ(mm)（　　　）

　接着の程度（・1類　・2類 ）

　・防虫処理

　化粧加工の方法 （・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装）

　表面性能（　　　　 　）タイプ

　厚さ(mm)（　　　）

　接着の程度（・1類　・2類 ）

　・防虫処理

・メラミン樹脂化粧板

・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂化粧板

・ミディアムデンシティ

　JIS K 6903 による　（※ 1.2　　・　　　）

MDF ・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12 ・

・単板張り

　パーティクルボード Ｇ

・化粧

　パーティクルボード Ｇ

　ファイバーボード Ｇ

・ 無研磨板ＶＮ 　　・ 研磨板ＶＳ

・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・ 18 ・

・ 塗装 ＤＣ

・ 単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ＤＶ ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ ＤＯ

・ 10（難燃）・ 12（難燃）・

・ハードボード（素地） Ｇ

・ハードボード（化粧） Ｇ

・インシュレーションボード Ｇ

HB

IB

・ 未研磨板（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ）ＲＮ

・ 研磨板　（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ）ＲＳ

・ 内装用ＤＩ　・外装用ＤＥ

　A級（ ・ 天井仕上げ　 ・ 内装仕上げ　 ・ 　　）

・ 2.5　・ 3.5　・ 5　・ 7

・ 9　　・ 12　 ・ 15　 ・ 18

塗り

21 せっこうボード

その他のボード張り

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

　- m2

空調機設置部分の内装工事

空調設備設置部分に係るアスベスト除去工事

　6　内装工事

　積算担当

　電気設備担当

　機械設備担当

タケウチでんきシステム　　　氏名　竹内　茂

㈱林魏建築設計事務所　　　　氏名　赤羽　吉人 ㈱林魏建築設計事務所　　　　氏名　赤羽　吉人

タケウチでんきシステム　　　氏名　竹内　茂

㈱林魏建築設計事務所　　　　氏名　赤羽　吉人 ㈱林魏建築設計事務所　　　　氏名　赤羽　吉人

　　-

　　-

　　-

　　-

　2　ＲＣ

下高井農林高校　空調設備工事　設計図　　

下高井農林高校　空調設備工事

下高井郡木島平村穂高2975

　Ｓ 　2

林業棟ほか空調設備設置工事

林業棟

農業棟

3　　　　　・　建築構造設計基準　　　　　　　　　　　 　　　 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(令和　　年版)

　　　　　・　敷地調査共通仕様書　　　 　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課(令和　　年改定)4

4

4

4

4　　　　　・　建築物解体工事共通仕様書（令和　　年版）　

　　　　　・　建築工事標準詳細図（令和　　年版）（以下、「標準詳細図」という。）　　

　　　　　・　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和　　年版）（以下、「標準仕様書」という。）

　　　　　・　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和 年版）（以下、「改修標準仕様書」という。）

　　　　　・　長野県営繕工事の手引　　　　　　　　　　　　　長野県建設部施設課監修

4　　　　　・　公共建築木造工事標準仕様書　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房営繕部監修(令和　　年版)

　　　　　　適用する。なお、電気設備工事の特記仕様書は（下E01）図、機械設備工事の特記仕様書は（下M0）図による。

下A-01
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図面番号

DRAWING NO.
特記仕様書・2

[6.13.2、3]

JIS

記号
種　　類 厚さ(mm)、規格等

・けい酸カルシウム板

・硬質木毛セメント板 Ｇ

・中質木毛セメント板 Ｇ

・普通木毛セメント板 Ｇ

・硬質木片セメント板 Ｇ

・普通木片セメント板 Ｇ

HW

MW

NW

HF

NF

1.0FK

0.8FK

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・

・ 12　 ・ 15　 ・ 18　 ・ 21　 ・

タイプ 2（無石綿）・ 6 　・ 8

DR ・ フラットタイプ

・ 30 　・

・ 凹凸タイプ

（・ 12(不燃) ・ 15(不燃) ・19(不燃)・　　）

（・ 9(不燃)　・ 12(不燃)　 ・　 　　　　　 ）

・ロックウール化粧吸音板

・ロックウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号 RW-B ・ 25　　・

・グラスウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ号32K

・せっこうボード

・不燃積層せっこうボード

GW-B

GB-R

GB-NC

・ 25(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包）　　・

・シージングせっこうボード

・強化せっこうボード

・せっこうラスボード

・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・化粧せっこうボード（木目）

（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

GB-S

GB-F

GB-L

GB-D

　12.5 （※ 不燃　・ 準不燃）

・ 12.5(不燃)　・ 15(不燃)　・ 9.5(準不燃)

・ 9.5 (不燃)　・ 化粧無（下地張り用）

　　　　　 　　 ・ 化粧有（トラバーチン模様）

・ 12.5(不燃)　・ 15(不燃）

　9.5

　12.5 （不燃）幅 440mm 程度

　模様（・ 柾目　・ 板目） 専用下地材有り

　9.5(準不燃）GB-D

・普通合板 Ｇ

　　（※ラワン程度　・　　　 　　）

　　（※しな程度 ・　 　　　　）

　　不透明塗料塗り

　　生地、透明塗料塗り

　板面の品質（　　　）

　接着の程度（・1類　・2類 ）

　厚さ(mm)（　　　）

　・防虫処理

・天然木化粧合板 Ｇ

・特殊加工化粧合板 Ｇ

　表面の樹種

　化粧板の樹種名（　　　　　　　　　）
　厚さ(mm)（　　　）

　接着の程度（・1類　・2類 ）

　・防虫処理

　化粧加工の方法 （・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装）

　表面性能（　　　　 　）タイプ

　厚さ(mm)（　　　）

　接着の程度（・1類　・2類 ）

　・防虫処理

・メラミン樹脂化粧板

・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂化粧板

・ミディアムデンシティ

　JIS K 6903 による　（※ 1.2　　・　　　）

MDF ・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12 ・

・単板張り

　パーティクルボード Ｇ

・化粧

　パーティクルボード Ｇ

　ファイバーボード Ｇ

・ 無研磨板ＶＮ 　　・ 研磨板ＶＳ

・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・ 18 ・

・ 塗装 ＤＣ

・ 単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ＤＶ ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ ＤＯ

・ 10（難燃）・ 12（難燃）・

・ハードボード（素地） Ｇ

・ハードボード（化粧） Ｇ

・インシュレーションボード Ｇ

HB

IB

・ 未研磨板（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ）ＲＮ

・ 研磨板　（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ）ＲＳ

・ 内装用ＤＩ　・外装用ＤＥ

　A級（ ・ 天井仕上げ　 ・ 内装仕上げ　 ・ 　　）

・ 2.5　・ 3.5　・ 5　・ 7

・ 9　　・ 12　 ・ 15　 ・ 18

塗り

21 せっこうボード

その他のボード張り

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

2022.10.25

廊下天井部分は目地処理工法

せっこうボード等の下地は図示による。

遮音シール材　　　・適用する（・シーリング材　・ジョイントコンパウンド）

　　　　　　　　 ・適用しない

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

※規制対象外　・

合板類の張付け　　※B種 ・A種　

せっこうボードの目地工法　　・仕上げ表による　・

[7.1.3]

　[7.2.1～7]

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　）

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

　※塗替え面積の30％　・図示　・

下地調整

下地面の種類 ひび割れ部の補修
塗替え

下地調整の種別

新規

　木部

　鉄鋼面

　亜鉛めっき面

　亜鉛めっき面（鋼製建具）

　モルタル、プラスター面

　コンクリート面(DP以外)、

　ＡＬＣパネル面

　コンクリート面(DP)、

　押出成形セメント板面

　せっこうボード面及び

　その他ボード面

※ＲＢ種　・

※ＲＢ種　・

※ＲＢ種　・

※ＲＢ種　・

※ＲＢ種　・

※ＲＢ種　・

・

※ＲＢ種　・

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

　ＲＡ種

　ＲＡ種

　ＲＣ種

・ＲＡ種 ・ＲＢ種 ・行う

・

・行わない

　ＲＡ種

　ＲＡ種

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

・行う

・行わない

・行う

・行わない

-

7

塗
装
改
修
工
事

1

2

材料

下地調整

　※ 規制対象外　・　

[9.1.1、3～5]施工調査

※アスベスト含有建材の事前調査

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によりアスベストを含有している吹き付け材、

成形板、建築材料等の使用の有無について調査する。 　

調査範囲（・　　　　　　　　　　　・図示　　　　　　　） 　

貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・分析によるアスベスト含有建材の調査

分析対象

分析方法

　アモサイト、クリソタイル、クロシドライト、アクチノライト、

　アンソフィライト、トレモライト

　※ JIS A 1481-2 「建材製品中のアスベスト含有率測定方法-第２部：試料採取及びアスベスト

　含有の有無を判定するための定性分析方法」又は JIS A 1481-3 「建材製品中のアスベスト

　含有率測定方法-第３部：アスベスト含有率のX線回折定量分析方法」による

　・

材　料　名 定性分析 定量分析

　化粧石膏ボード ・箇所数(　　　　　　）

・箇所数(　　　　　　）

・箇所数(　　　　　　）

・箇所数(　　　　　　）

・箇所数(　　　　　　）

・箇所数(　　　　　　）

・箇所数(　　　　　　）

・箇所数(　　　　　　）

サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

採取箇所　　・　図示　　・

適用 測定名称 測定時期 測定場所 測定点(各処理作業室ごと)

・

・

　測定 1

　測定 2

　測定 3

　測定 4

　測定 5

　測定 6

　測定 7

　測定 8

処理作業前

処理作業中

　測定 9

　測定 10

処理作業後

(隔離ｼｰﾄ撤去前)

処理作業後　ｼｰﾄ

撤去後1週間以降

処理作業室内

施工区画周辺又は敷地境界

処理作業室内

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口

集じん・排気装置の排出口

(処理作業室外の場合）

・(　）点

・4方向各1点　・(　）点

・(　）点

・(　）点

・集じん・排気装置各1点

施工区画周辺又は敷地境界

処理作業室内

施工区画周辺又は敷地境界

処理作業室内

調査作業室外部の付近

・(　）点

・4方向各1点　・(　）点

・(　）点

・4方向各1点　・(　）点

・(　）点

・(　）点

測定時期、場所及び測定点

測定方法

・

・

・

・

・

・

・

・

　測定５のみ　※ﾊﾟｰﾃｨｸﾙｶｳﾝﾀｰ、粉じん相対温度計（ﾃﾞｼﾞﾀﾙ粉じん計）、繊維状粒子自動計測器

　　　　　　　　（ﾘｱﾙﾀｲﾑﾌｧｲﾊﾞｰﾓﾆﾀｰ）等、排気の粉じん濃度を迅速に計測できる機器にて測定

　　　　　　　・

　測定５以外は下表による

測定 3 測定 1,2,4,6,7,8 測定 9,10

メンブレンフィルタ直径(mm)

試料の吸引流量(L/min)

試料の吸引時間(min)

・ 1 ・

・ 5　 ・

・ 5 ・

・ 120 　・

・

・

・

　25　25

・アスベスト含有吹付け材の除去

　除去対象範囲　・図示　・ 　　

　除去工法　　　※9.1.3（b）(1)による　　・

除去したアスベスト含有吹付け材等の飛散防止　　

　　※密封処理　　※湿潤化　　・セメント固化 　　　

　除去したアスベスト含有吹付け材等の処分

　　・埋立処分(管理型最終処分場)　　　

　　・中間処理（溶融施設）

・アスベスト含有保温材の除去 　　　

除去工法

※9.1.4(c)による（原形のまま、手ばらしが可能な場合）

除去対象範囲　・図示　　・

・9.1.3(b)による（損傷、劣化等で石綿粉塵を発散するおそれがある場合）

除去対象範囲　・図示　　・

除去したアスベスト含有吹付け材等の飛散防止　　

※密封処理　　※湿潤化　　・セメント固化 　　　

　除去したアスベスト含有保温材の処分

　　・埋立処分(管理型最終処分場)　　　

　　・中間処理（溶融施設）

・アスベスト含有成型板の除去 　　　

除去対象範囲　・図示　　・

　除去したアスベスト含有成形板の処分 　

　　・アスベスト含有せっこうボード 　　　　

　　 ※埋立処分(管理型最終処分場) 　　

　　・アスベスト含有せっこうボードを除くアスベスト含有成形板 　　　　　

　 ・埋立処分(安定型最終処分場)　　　

　 ・中間処理（溶融施設） 　　

9

環
境
配
慮
改
修
工
事

1

2

3 アスベスト含有建材の

処理

アスベスト粉じん濃度

測定

アスベスト含有分析

調査

1

1

1

1

1

1

[7.3.2、3]

錆止め塗料塗りの種別

塗装面 塗料 工程

鉄鋼面

亜鉛めっき面

E P-G

EP-G

EP-G以外

EP-G以外 塗替え

新規鉄鋼面見え掛り

新規見え隠れ

塗替え

新規鉄鋼面見え掛り

新規見え隠れ

塗替え

新規鉄鋼面見え掛り

塗替え

新規鉄鋼面見え掛り

　Ａ種

　Ａ種

　Ａ種

　Ｂ種

　Ｂ種

　Ｂ種

　※Ａ種　・

　※Ａ種　・

　Ｃ種

　Ｃ種

　※Ｃ種　・

　※Ａ種　・

　※Ｂ種　・

　※Ｃ種　・

　※Ａ種　・

　※Ｂ種　・

　※Ｃ種　・

　※Ａ種　・

　※Ｃ種　・

　※Ａ種　・

3 錆止め塗料塗り

※ 塗装が耐候性塗料塗り（DP)の場合、表7.8.1の仕様にに準ずる。

・つや有合成樹脂エマルショ

ンペイント塗り(EP-G)

塗装の種類 塗装面
工程

塗替え 新規

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具）

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具以外）

・合成樹脂調合ペイント塗り

(SOP)

塗料の種別

※1種　・2種

※B種　・

※B種　・

※B種　・

※A種　・

※B種　・

※A種　・

※B種　・

※B種　・A種

※B種　・

※B種　・

※B種　・A種 ※B種　・A種・クリヤラッカー塗り(CL)

・フタル酸樹脂エナメル塗り(FE)

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD)

・耐候性塗料塗り(DP)

　　　－　　　－

※B種　・A種 ※B種　・A種

・

A種

A種

・

鉄鋼面 上塗り等級（　　）級

亜鉛めっき鋼面

上塗り等級（　　）級

・ ・A-2種ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面等

屋内の木部

屋内の鉄鋼面

屋内の亜鉛めっき鋼面

※B種　・

※B種　・

※B種　・

※B種　・

※B種　・A種

※A種　・

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・

※B種　・

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T)

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

・ラッカーエナメル塗り(LE)

・オイルステイン塗り(OS)

・木材保護塗料塗り(WP)

　　　－

※B種　・A種 ※B種　・A種

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め 　

※改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め 　

※改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・

・高日射反射率塗料塗り Ｇ

下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）　・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種

工程
塗付け量

（kg/㎡)

塗料その他

規格番号 規格名称 種類 等級

塗料塗り JISK5675 屋根用高日射

反射率塗料

２種 ・１級

・２級

・３級

塗料製造所の仕様による

4 塗装

□

（基礎工事）

[8.28.3]

埋戻し及び盛土の種別　

・ Ａ 種 　適用場所（　　　　　　　　　）　

・ Ｂ 種 　適用場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

・ Ｄ 種 　（細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする。）

適用場所（　　　　　　　　　）　

六価クロム溶出試験　 ・ 行う（現場説明書による）　 ・ 行わない　

・

2

※ 現場説明書による　・構内指示の場所に堆積 ・構内指示の場所に敷き均し

(3.2.5)

8 1

建設発生土の処理

埋戻し及び盛土

・ 郊外搬出適正処理

3

存置範囲（※図示　・　　　　　　　　　）

[8.28.3]

その他の事項は改修特記仕様書（その６～　　）による

山留めの存置

・ Ｃ 種 　適用場所（　　　　　　　　　）土質（　　　　　　　）受渡場所（　　　　　）　

長野県教育委員会
下高井農林高校　空調工事

下A-02



アスベスト処理特記仕様書

アスベスト含有建材の処理については以下による。なお、記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部

工事の着手、施工、完成にあたり、特定粉じん排出等作業実施届出書（大気汚染防止法）、建設工事計画届（労働

安全衛生法）、その他関係法令等により必要とされる手続き等を、関係機関に対して遅滞なく行うこと。

除去対象範囲　アスベスト含有仕上塗材の使用された外壁面で、

　　　　　　　壁貫通又はアンカー打設に必要な部分（コア抜き直径100mm程度、アンカー打直径50mm以下）

除去工法　　　集じん装置付きディスクグラインダーケレン工法

　　　　　　　その他（工事場所を所管する労働基準監督署の指導する工法）　

　　　　　　　密封処理（使用した保護衣等含む）

・アスベスト含有せっこうボードの除去（レベル3）.

・アスベスト含有仕上塗材の除去.

　　　　　　　集じん装置併用手工具ケレン工法

　　　　　　　剥離剤併用手工具ケレン工法

除去したアスベスト含有仕上塗材等の飛散防止

除去したアスベスト含有仕上塗材等の処分

　　　　　　　埋立処分（管理型最終処分）

除去対象範囲　図示

作業場の隔離　行う

除去したアスベスト含有せっこうボードの処分

　　　　　　　埋立処分（管理型最終処分）

監修「建築物解体工事共通仕様書（平成24年版）」「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版」公共建築

改修工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版」による。

　　　　　　　(施工場所は平面図参照）

※　下高井農林高校　：農業棟　の外壁塗材にアスベスト含有
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　工事は原則休日に行う事とする。

　屋内作業範囲は立入禁止としＡ型バリケード又はコーンによる区画。

　機材の運搬時などは十分な打合せを行い、時間帯の調整を行う事。

　足場は上り口シート巻・禁止看板等を設置する。

・作業の安全について、一般の人が立ち入らないような対策として次の対策等を行う

下高井農林高校

案 内 図

※現場事務所の位置は想定の為、

　現場乗入前に学校や監督員に確認を行うこと。

渡
り
廊
下
棟

配置図・仮設計画図 工事部分を示す。

工事 関係者 用

農業棟

林業棟

※外壁リシン吹付材にアスベスト含有

※内装天井材は施工前に調査し確認する事

※アスベスト含有無し
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1/100(A1)
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農業棟　平面図

下高井農林高等学校　空調設備工事

2022.10.25

3.24m23.24m2

1.23ｍ25.25ｍ21.83ｍ2

ｺｱｘ1

14.8ｍ2

天井材：撤去新設

枠組み足場（Ｗ900）

(化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ）

腰壁：ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積 VP塗

外壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ+複合板t20 VP塗

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張

腰壁（内外）：ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積 VP塗

土間下：ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑt50

だんねつざ内壁：複合板t20 VP塗（断熱材なし）

仕上げ

：　14.8　m2

：　0　m2

外部コア抜き ｘ　1箇所

開口補強 ｘ　0箇所

軽鉄天井下地(19) ：　6.48　m2

※外壁材吹付材にアスベスト含有

※内装天井材は施工前にｱｽﾍﾞｽﾄ含有調査を行うこと

下A04
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天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張

腰壁（内外）：ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積 VP塗

土間下：ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑt50

だんねつざ内壁：複合板t20 VP塗（断熱材なし）
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天井材：撤去新設
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